
参
議
院
議
員

足
立
敏
之
先
生

衆
議
院
議
員

石
田
祝
稔
先
生

花
巻
市
長

上
田
東
一
氏

岩
手
県
知
事

達
増
拓
也
氏

衆
議
院
議
員

鈴
木
俊
一
先
生

１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
８
日
（
火
）
会
長
・
６
部
会
担
当
副
会
長
会
議

８
月
19
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
福
岡
）

８
月
22
日
（
火
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
会
議
（
石
川
）

８
月
29
日
（
火
）
第
３
３
１
回
理
事
会

９
月
14
日
（
木
）
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議
（
山
形
）

２０１７年（平成29年）８月１日（火曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第７１１号（　）

通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会　
　
　
　
　

１
～
６
面

全
国
設
備
工
業
教
育
研
究
会
静
岡
大
会　
　
　
　
　

５
面

平
成
二
十
九
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰　
　
　
　
　
　

６
面

全
管
連
第
30
期
役
員
一
覧　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
面

　

日
本
ガ
イ
シ
特
別
顧
問
の

柴
田
昌
治
氏
は
名
古
屋
大
学

受
験
の
際
に
「
模
擬
試
験
の

数
学
は
、ほ
ぼ
零
点
だ
っ
た
。

名
大
の
過
去
問
が
手
に
入
ら

な
か
っ
た
の
で
、
東
大
の
試

験
問
題
に
取
り
組
ん
で
み

た
。
案
の
定
、
さ
っ
ぱ
り
わ

か
ら
な
い
。
試
験
ま
で
日
が

な
く
、
難
問
を
前
に
う
な
っ

て
い
る
時
間
な
ど
は
な
い
。

そ
こ
で
私
は
さ
っ
さ
と
、
答

え
を
見
る
こ
と
に
し
た
。
す

る
と
数
を
こ
な
し
て
い
く
う

ち
に
問
題
を
解
く
コ
ツ
が
分

か
っ
て
き
た
」
と
書
い
て
い

る
。
◆
氏
は
幼
少
か
ら
碁
会

所
に
通
っ
て
お
り
、
い
わ
ば

詰
め
碁
や
詰
め
将
棋
の
要
領

で
、
難
解
な
棋
譜
も
答
え
さ

え
み
れ
ば
、
す
と
ん
と
理
解

で
き
る
。
こ
の
試
験
対
策
は

今
も
お
す
す
め
で
き
そ
う
だ

と
も
述
べ
て
い
る
。
◆
本
会

で
は
今
年
も
、
東
京
水
道
サ

ー
ビ
ス
に
協
力
い
た
だ
き
、

地
元
組
合
で
主
催
す
る
給
水

装
置
工
事
主
任
技
術
者
試

験
・
準
備
講
習
会
に
講
師
を

派
遣
す
る
。
全
国
十
二
会
場

の
講
習
会
テ
キ
ス
ト
の
一
つ

と
し
て
、
一
般
販
売
も
し
て

い
る
過
去
五
年
間
の
試
験
問

題
・
解
答
と
詳
細
な
解
説
を

収
録
し
た
「
試
験
問
題
収
録

版 

合
格
へ
の
近
道
」
を
使

用
す
る
。
ご
活
用
頂
き
、
合

格
を
勝
ち
取
っ
て
ほ
し
い
！

全国から 700名が参集した
通常総会・全国大会

（岩手県花巻市のホテル紅葉館）

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　

建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
水
道
課
長

国
交
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
室
長

達
増
岩
手
県
知
事

上
田
花
巻
市
長　

ご
臨
席

会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　

全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

岩
手
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
佐
々
木
英
樹
会
長

の
歓
迎
の
挨
拶
、
退
任
役
員

へ
の
感
謝
状
贈
呈
を
は
じ
め

と
す
る
功
労
者
表
彰
に
つ
づ

き
、
国
土
交
通
大
臣
・
厚
生

労
働
省
生
活
衛
生
・
食
品
安

全
審
議
官
・
達
増
岩
手
県
知

事
・
上
田
花
巻
市
長
ら
関
係

省
庁
や
地
元
来
賓
よ
り
祝
辞

が
述
べ
ら
れ
た
。

　

大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
別
掲
）

が
採
択
さ
れ
た
。

　

大
会
終
了
後
、
地
元
・
岩

手
県
連
主
催
に
よ
る
懇
親
会

で
は
、
同
県
三
陸
沿
岸
一
帯

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
代
表
的

な
郷
土
芸
能
の
「
虎
舞
」
を

鑑
賞
し
な
が
ら
の
会
食
が
行

わ
れ
た
。

　

翌
十
三
日
の
ゴ
ル
フ
大

会
、
世
界
遺
産
「
平
泉
」
と

陸
前
高
田
市
で
復
興
状
況
を

見
学
す
る
一
泊
二
日
の
記
念

旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者
を

数
え
る
な
ど
、
東
北
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
総
会
・
大
会
及
び
関

連
行
事
は
、
全
て
の
行
事
を

滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
岩
手
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

佐
々
木
会
長
を
は
じ
め
地
元

役
職
員
の
皆
様
並
び
に
東
北

ブ
ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご

尽
力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は

二
面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

挨拶を行う大澤会長
　

本
会
の
第
五
十
七
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
九
年
度
全

国
大
会
が
七
月
十
二
日
に
岩

手
県
花
巻
市
の
ホ
テ
ル
紅
葉

館
・
千
秋
閣
に
お
い
て
、
国

土
交
通
省
土
地
・
建
設
産
業

局
建
設
市
場
整
備
課
の
勝
瑞

智
章
企
画
専
門
官
、
厚
生
労

働
省
医
薬
・
生
活
衛
生
局
水

道
課
の
宮
崎
正
信
課
長
、
国

交
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局

下
水
道
部
下
水
道
事
業
課
の

石
井
宏
幸
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
室
長
、
達
増
拓
也
岩

手
県
知
事
、
上
田
東
一
花
巻

市
長
を
は
じ
め
多
数
の
来
賓

の
方
々
の
臨
席
の
も
と
、
全

国
の
本
会
会
員
団
体
及
び
賛

助
会
員
等
、
約
七
百
名
の
参

加
を
も
っ
て
執
り
行
わ
れ

た
。

　

総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
三
十
期
の
理

事
九
十
五
名
、
監
事
六
名
が

選
任
さ
れ
た
。

　

新
役
員
に
よ
る
第
三
百
三

十
回
理
事
会
に
お
い
て
、
埼

玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏
が

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任

　　　　　

　　
第5７回通常総会　平成2９年度全国大会

―  平成2９年７月１２日・花巻市 ―
指定店更新制度・担い手確保への対応等　
水道法改正見据え業界一丸で結束し邁進へ

平成2９年度全国大会　スローガン決議
一、�水道法改正で優良な工事事業者の地位向上を実現しよう
一、�災害時に全管連の組織力を生かし迅速に対応しよう
一、技術技能の継承で安心安全を住民に提供しよう

テ ー マ は「 人 間 の 、 か た ち 。」

パブリックトイレの形状を一から見直し、人が近寄りやすい形状を考えました。

人が使いやすく、建築にも合わせやすいLIXILの新しいパブリックトイレ。

NEW PUBLIC TOILET HL。

全管連ニュース　67×236mm
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１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

８
月
１
日
（
土
）
全
管
連
青
年
部
協
議
会
通
常
総
会（
青
森
）

８
月
20
日
（
木
）
第
３
２
３
回
理
事
会

８
月
26
日
（
水
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
富
山
）

９
月
16
日
（
水
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
知
）

10
月
１
日
（
木
）
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
岐
阜
）

年間購読料：2,500円

２０１５年（平成27年）８月１日（土曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６８７号（　）

通
常
総
会
・
全
国
大
会
・
懇
親
会
　
　
　
　
　
３
～
６
面

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会
　
　
　
　
　
　
　
　
２
面

平
成
二
十
七
年
度
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
　
　
５
面

平
成
二
十
七
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
　
　
　
　
　
　
６
面

　　　　　

　　
第55回通常総会　平成2７年度全国大会

―  平成2７年７月８日・宇都宮市　―

４
議
案
を
原
案
ど
お
り
議
決

国
交
省
土
地
・
建
設
産
業
局

　
建
設
市
場
整
備
課
企
画
専
門
官

厚
労
省
健
康
局
水
道
課
長
　
　
　
　

福
田
栃
木
県
知
事

佐
藤
宇
都
宮
市
長
　

川
崎
水
道
議
連
会
長
　
ご
臨
席

国
土
交
通
省
の

仲
嶋
企
画
専
門
官

厚
生
労
働
省
の

宮
崎
水
道
課
長

挨拶を行う大澤会長
　
本
会
の
第
五
十
五
回
通
常

総
会
・
平
成
二
十
七
年
度
全

国
大
会
が
七
月
八
日
に
栃
木

県
宇
都
宮
市
の
ホ
テ
ル
東
日

本
宇
都
宮
に
お
い
て
、
国
土

交
通
省
土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
の
仲
嶋
幹

雄
企
画
専
門
官
、
厚
生
労
働

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任自民党水道議連

水
道
議
連
会
長
の
川
崎
二
郎

衆
議
院
議
員
・
日
本
水
道
協

会
の
尾
﨑
勝
理
事
長
か
ら
来

賓
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
大
会
議
事
で
は
、
三
つ
の

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
採
択
さ

れ
た
。

　
大
会
終
了
後
、
地
元
主
催

に
よ
る
懇
親
会
で
は
、
宇
都

宮
名
物
で
あ
る
ジ
ャ
ズ
の
生

演
奏
を
楽
し
み
な
が
ら
の
会

食
が
行
わ
れ
た
。

　
翌
九
日
の
ゴ
ル
フ
大
会
、

一
泊
二
日
の
川
治
温
泉
の
記

念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加
者

を
数
え
る
な
ど
、
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・
大
会
及

び
関
連
行
事
は
、
全
て
の
行

事
を
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　
本
総
会
・
大
会
等
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
栃
木
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
の

黒
澤
会
長
を
は
じ
め
地
元
役

職
員
の
皆
様
並
び
に
関
東
ブ

ロ
ッ
ク
の
関
係
各
位
に
ご
尽

力
を
頂
い
た
。（
詳
細
は
三

面
か
ら
六
面
に
掲
載
）

省
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
、

福
田
富
一
栃
木
県
知
事
、
佐

藤
栄
一
宇
都
宮
市
長
を
は
じ

め
多
数
の
来
賓
の
方
々
の
臨

席
の
も
と
、
全
国
の
本
会
会

員
団
体
及
び
賛
助
会
員
等
、

約
七
百
名
の
参
加
を
も
っ
て

執
り
行
わ
れ
た
。

　
総
会
に
お
い
て
は
、
四
つ

の
議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ

れ
、
第
四
号
議
案
の
役
員
選

挙
の
件
で
は
第
二
十
九
期
の

理
事
九
十
五
名
、
監
事
六
名

が
選
任
さ
れ
た
。

　
新
役
員
に
よ
る
第
三
百
二

十
二
回
理
事
会
に
お
い
て
、

埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎
氏

が
会
長
に
再
任
さ
れ
た
。

　
全
国
大
会
に
お
い
て
は
、

開
催
地
代
表
挨
拶
と
し
て
、

栃
木
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
黒
澤
敏
男
会
長
の

歓
迎
の
挨
拶
、功
労
者
表
彰
、

国
土
交
通
大
臣
・
厚
生
労
働

省
健
康
局
長
・
福
田
栃
木
県

知
事
・
佐
藤
宇
都
宮
市
長
・

水
道
整
備
促
進
全
国
決
起
集
会

水
道
関
係
者
四
百
名
が
出
席

決
議
案
を
採
択
、
厚
労
副
大
臣
へ
手
渡
す

　
自
民
党
の

水
道
事
業
促

進
議
員
連
盟

（
川
崎
二
郎

会
長
）
が
主

催
す
る
「
水

道
整
備
促
進

全
国
決
起
集

平成27年度全国大会　スローガン決議
一、�実効的な災害ネットワークの構築で大規模災害に備えよう
一、�改正品確法で次世代の担い手を育成・確保しよう
一、水道の安心・安全の実現に向けて指定店制度の改善を目指そう

会
」
が
七
月
十
五
日
に
東

京
・
永
田
町
の
衆
議
院
第
一

議
員
会
館
で
開
催
さ
れ
、
平

成
二
十
八
年
度
水
道
事
業
予

算
等
に
関
す
る
決
議
を
採
択

し
た
。

　
水
道
予
算
の
確
保
に
向
け

た
水
道
議
連
に
よ
る
初
め
て

の
決
起
集
会
は
、
日
本
水
道

協
会
、
日
本
簡
易
水
道
協
議

会
、
全
管
連
、
日
本
水
道
工

業
団
体
連
合
会
と
の
共
催

で
、
水
道
議
連
所
属
の
国
会

議
員
の
先
生
方
を
は
じ
め
、

四
百
名
が
出
席
し
た
。

　
冒
頭
、
主
催
者
を
代
表
し

て
川
崎
会
長
が
挨
拶
。「
平

成
十
一
年
以
降
、
三
千
億
円

近
く
あ
っ
た
水
道
予
算
が
毎

年
減
り
続
け
て
、
今
年
は

三
百
億
円
余
、
来
年
も
厳
し

永岡厚労副大臣に決議
文を手渡す川崎会長

い
状
況
。
財
政
状
況
を
理
由

に
施
設
の
更
新
・
耐
震
化
を

先
送
り
す
る
こ
と
は
、
国
や

地
方
の
将
来
を
損
な
う
こ

と
と
な
る
。
水
道
議
連
の

百
六
十
七
名
の
同
志
に
は
そ

の
こ
と
を
共
鳴
い
た
だ
い
て

い
る
。
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ

せ
て
、
こ
う
し
た
現
状
を
訴

え
、
十
二
月
の
予
算
編
成
ま

で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。」

と
水
道
界
一
体
と
な
っ
た
連

携
を
呼
び
か
け
た
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
健
康

局
の
宮
崎
正
信
水
道
課
長
が

水
道
予
算
の
状
況
を
説
明
。

「
二
十
七
年
度
は
議
連
の
先

生
方
の
お
力
添
え
に
よ
り
当

初
予
算
が
五
十
億
円
増
え
た

が
、
十
分
と
は
言
え
な
い
。

来
年
度
は
大
幅
な
予
算
確
保

を
お
願
い
し
た
い
。」
と
訴

え
た
。

　
決
議
文
は
、
集
会
に
出
席

し
た
永
岡
桂
子
厚
生
労
働
副

大
臣
に
川
崎
会
長
が
手
渡
し

た
。
最
後
は
集
会
の
成
果
を

期
し
、
田
村
憲
久
前
厚
生
労

働
大
臣
の
「
頑
張
ろ
う
」
コ

ー
ル
で
締
め
、
決
起
集
会
は

終
了
し
た
。

　
な
お
、
十
七
日
に
川
崎
会

長
及
び
盛
山
正
仁
幹
事
長
が

塩
崎
恭
久
厚
労
大
臣
、
財
務

省
主
計
局
、
自
民
党
・
稲
田

政
調
会
長
に
本
決
議
に
係
る

要
請
活
動
を
行
っ
た
。（
詳

細
は
二
面
参
照
）

改正品確法で次世代の担い手育成を推進

年間購読料：2,500円



◇
第
57
回
通
常
総
会
◇

全
議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認

第
30
期
役
員
を
選
任

◇
第
３
３
０
回
理
事
会
◇

会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を
再
任
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本
会
の
第
五
十
七
回
通
常

総
会
は
、七
月
十
二
日
（
水
）

午
後
二
時
か
ら
、
岩
手
県
花

巻
市
の
ホ
テ
ル
紅
葉
館
に

て
、
全
国
か
ら
会
員
四
十
八

団
体
（
う
ち
委
任
状
提
出
二

団
体
）
が
出
席
し
て
開
催
さ

れ
た
。

　
定
刻
、
司
会
の
上
田
事
務

局
長
の
開
会
宣
言
に
続
き
、

限
り
あ
る
水
に
対
す
る
感
謝

の
念
と
業
界
に
お
け
る
物
故

者
の
御
霊
の
冥
福
を
祈
り
、

黙
祷
を
捧
げ
た
。

　
松
田
総
務
担
当
副
会
長

（
東
京
都
連
）
に
よ
る
開
会

の
辞
に
続
き
、
大
澤
会
長
が

挨
拶
を
行
っ
た
。
次
に
司
会

者
か
ら
、
本
総
会
が
定
足
数

○
総
務
に
関
す
る
事
項
　
大

熊
総
務
部
長
（
埼
玉
県
連
）

○
経
営
に
関
す
る
事
項
　
小

坂
経
営
部
長
（
北
海
道
連
）

○
広
報
に
関
す
る
事
項
　
原

広
報
部
長
（
神
奈
川
県
連
）

○
事
業
に
関
す
る
事
項
　
北

向
事
業
部
長
（
青
森
県
連
）

○
技
術
に
関
す
る
事
項
　
佐

藤
技
術
部
長
（
東
京
都
連
）

○
災
害
時
等
の
対
応
に
関
す

る
事
項
　
原
災
害
対
策
担
当

理
事
（
神
奈
川
県
連
）

○
経
理
に
関
す
る
事
項
並
び

に
決
算
関
係
書
類
に
関
す
る

事
項
　
岩
永
経
理
部
長
（
長

崎
県
連
）

　
続
い
て
、
六
月
二
日
に
監

事
会
が
開
催
さ
れ
、
石
川
代

表
監
事
（
東
京
都
連
）
が
中

小
企
業
等
協
同
組
合
法
第
四

十
条
第
五
項
に
よ
り
、
決
算

関
係
書
類
及
び
事
業
報
告
書

を
監
査
し
た
結
果
、
す
べ
て

に
適
正
か
つ
正
確
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
と
の
監
査
結

果
を
報
告
し
た
。

　
議
長
が
本
件
の
承
認
を
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な

く
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

第
二
号
議
案
　
平
成
二
十
九

年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

並
び
に
経
費
の
賦
課
及
び
徴

収
方
法
決
定
の
件

　
議
長
は
本
議
案
を
上
程

し
、議
案
の
説
明
を
求
め
た
。

大
熊
総
務
部
長
が
提
出
資
料

に
基
づ
き
、
平
成
二
十
九
年

度
事
業
計
画
を
、
岩
永
経
理

部
長
が
収
支
予
算
並
び
に
経

費
の
賦
課
及
び
徴
収
方
法
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

　
議
長
が
本
件
の
承
認
を
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な

く
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

第
三
号
議
案
　
平
成
二
十
九

年
度
借
入
金
残
高
の
最
高
限

度
決
定
の
件

　
議
長
は
本
議
案
を
上
程

し
、
大
熊
総
務
部
長
に
説
明

を
求
め
た
。
大
熊
総
務
部
長

は
、
提
出
資
料
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
九
年
度
の
借
入
金

残
高
の
限
度
を
前
年
度
と
同

会
長

大
澤　

規
郎

全
国
大
会　

挨
拶

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

　
平
成
二
十
九
年
度
全
国
大

会
の
開
催
に
当
た
り
ま
し

て
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
公
務
ご
多
端
の

折
り
に
も
か
か
わ
り
ま
せ

ず
、
国
土
交
通
大
臣
様
、
厚

生
労
働
省
生
活
衛
生
・
食
品

安
全
審
議
官
様
、
岩
手
県
知

事
様
、
花
巻
市
長
様
を
は
じ

め
、
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々

に
ご
臨
席
い
た
だ
き
、
か
く

も
盛
大
に
全
国
大
会
を
挙
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と

に
、
先
ず
も
っ
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
建
設
産
業
は
、
若

手
入
職
者
の
減
少
等
に
よ

り
、将
来
の
担
い
手
の
確
保
、

優
れ
た
技
術
・
技
能
の
継
承

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
会
が
平
成
二
十
八
年
度
に

実
施
し
た
「
資
格
取
得
等
に

関
す
る
取
組
実
態
調
査
」
の

中
で
、
今
後
不
足
す
る
技
術

者
・
技
能
者
の
資
格
を
尋
ね

た
と
こ
ろ
、
多
く
の
回
答
者

よ
り
管
工
事
施
工
管
理
技

士
、
土
木
施
工
管
理
技
士
、

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

の
資
格
が
挙
が
り
、
建
設
産

業
に
お
け
る
技
術
者
・
技
能

者
不
足
の
実
態
が
あ
ら
た
め

て
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
、
業
界
の
担
い
手
を
安

定
的
に
確
保
す
る
た
め
に

は
、
技
能
労
働
者
の
処
遇
改

善
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

国
土
交
通
省
に
お
い
て
も
、

実
勢
価
格
を
適
切
に
反
映
し

た
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
設
定
や
請
負
契
約
書
に
法

定
福
利
費
の
内
訳
明
示
を
義

務
化
す
る
こ
と
で
、
社
会
保

険
未
加
入
企
業
の
排
除
措
置

を
強
化
す
る
等
、
建
設
業
の

持
続
的
な
発
展
に
必
要
な
人

材
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
全
管
連
で
は
、
今
後
も
若

年
層
に
魅
力
の
あ
る
職
場
環

境
を
整
備
す
る
べ
く
、
行
政

及
び
関
係
団
体
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
で
す
が
、
全
管
連
で

は
、
厚
生
労
働
省
が
設
置
す

る
「
水
道
事
業
の
維
持
・
向

上
に
関
す
る
専
門
委
員
会
」

に
参
画
し
、
業
界
の
要
望
・

意
見
を
述
べ
る
な
ど
対
応
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
会
員
各
位
の
格
別
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま

し
て
、
事
業
者
の
指
定
に
五

年
間
の
有
効
期
間
を
設
け
る

と
と
も
に
、
更
新
制
度
を
導

入
す
る
こ
と
等
を
内
容
と
す

る
「
水
道
法
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
」
が
国
会
に
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
管
連
で
は
、
引
き
続
き

関
係
機
関
等
と
緊
密
に
連
携

し
、
法
案
の
成
立
に
向
け
て

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
指
導
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
四
十
四
年
が
経
過
し
、
老

朽
化
し
た
会
館
の
今
後
の
あ

り
方
等
に
つ
い
て
、
松
田
英

行
東
京
都
連
会
長
を
座
長
と

す
る
会
館
特
別
検
討
委
員
会

を
設
置
し
、耐
震
補
強
工
事
、

新
会
館
建
設
、
移
転
な
ど
幅

広
く
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

全
国
団
体
組
織
の
災
害
時
の

拠
点
と
な
る
施
設
の
必
要
性

に
も
鑑
み
、「
新
会
館
建
設
」

が
最
適
で
あ
る
と
と
り
ま
と

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

後
、
こ
の
報
告
に
沿
っ
て
、

着
実
に
建
設
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
と
め
に
当
た
り
ま
し

て
、
本
日
ご
列
席
の
皆
様
の

ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
事
業

の
ご
繁
栄
を
祈
念
し
、
本
大

会
の
盛
会
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
し
て
、
私
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

様
の
五
億
円
と
し
た
い
旨
の

説
明
を
行
っ
た
。

　
議
長
が
本
件
の
承
認
を
諮

っ
た
と
こ
ろ
、
満
場
異
議
な

く
原
案
ど
お
り
承
認
し
た
。

第
四
号
議
案
　
役
員
選
挙
の

件　
議
長
は
本
議
案
を
上
程
、

役
員
選
挙
の
方
法
を
諮
っ
た

と
こ
ろ
、
指
名
推
薦
に
よ
り

行
う
こ
と
に
満
場
一
致
の
賛

成
を
得
た
。
選
考
委
員
の
選

任
に
つ
い
て
は
議
長
が
別
掲

の
十
一
名
を
指
名
、
直
ち
に

選
考
委
員
会
が
別
室
で
行
わ

れ
、
審
議
の
結
果
、
被
指
名

人
の
理
事
候
補
者
九
十
五

名
、
監
事
候
補
者
六
名
が
選

定
さ
れ
た
旨
、
佐
々
木
選
考

委
員
長
（
神
奈
川
県
連
）
よ

り
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
選
考
委
員
会
の
終
了
後
、

通
常
総
会
が
再
開
さ
れ
、
事

務
局
が
役
員
候
補
者
一
覧
を

会
員
代
表
者
・
役
員
に
配
布

し
、議
長
が
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

満
場
一
致
で
被
指
名
人
を
そ

れ
ぞ
れ
理
事
、
監
事
に
当
選

と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
以
上
で
全
て
の
議
案
審
議

が
終
了
し
、穂
刈
副
会
長（
愛

知
県
連
）
に
よ
る
閉
会
の
辞

で
第
五
十
七
回
通
常
総
会
を

終
了
し
た
。

　
第
五
十
七
回
通
常
総
会
終

了
後
、
新
役
員
に
よ
り
、
第

三
百
三
十
回
理
事
会
（
六
面

参
照
）
が
開
催
さ
れ
、
会
長

に
埼
玉
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
会
長
の
大
澤
規
郎

氏
が
再
任
さ
れ
た
。

〈
選
考
委
員
〉（
敬
称
略
）

　
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
・
花
松

眞
一
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
・
渡

辺
皓
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
・
佐
々

木
靖
太
、
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
・

松
田
英
行
、
北
信
越
ブ
ロ
ッ

ク
・
山
崎
正
寛
、
中
部
ブ
ロ

ッ
ク
・
穂
刈
泰
男
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
・
前
田
隆
司
、
中
国

ブ
ロ
ッ
ク
・
髙
橋
肇
、
四
国

ブ
ロ
ッ
ク
・
中
川
悟
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
・
藤
成
德
、
事
務

局
・
粕
谷
明
博
。

を
充
た
し
て
お
り
、
適
法
に

成
立
す
る
旨
の
報
告
が
行
わ

れ
た
。

　
議
事
に
先
立
ち
、
議
長
の

選
任
が
行
わ
れ
、
岩
手
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
の
佐
々
木
英
樹
氏
を
議
長

に
、
同
連
合
会
副
会
長
の
和

田
勝
司
氏
を
副
議
長
に
選
任

し
、
議
事
に
入
っ
た
。

第
一
号
議
案
　
平
成
二
十
八

年
度
事
業
報
告
書
及
び
決
算

関
係
書
類
承
認
の
件

　
議
長
が
本
議
案
を
上
程

し
、
業
務
分
担
の
部
門
ご
と

に
各
部
長
に
説
明
を
求
め
、

提
出
資
料
等
に
基
づ
い
て
事

業
報
告
が
行
わ
れ
た
。
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全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
平
成
二
十
九
年
度
全

国
大
会
の
開
催
に
当
た
り
、

一
言
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
ず
は
、今
般
の
福
岡
県
・

大
分
県
等
の
大
雨
に
よ
り
被

害
を
受
け
ら
れ
た
関
係
者
や

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
、
心

か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
被
災
地
の

一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
御

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
澤
会
長
を
は
じ
め
本
日

お
集
ま
り
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
長
年
に
わ
た
り

給
水
装
置
工
事
や
配
水
管
の

整
備
・
維
持
管
理
の
地
域
に

お
け
る
担
い
手
と
し
て
、
水

道
の
普
及
と
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
御
努
力
と

御
尽
力
に
対
し
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
水
道
は
、
九
七

％
を
超
え
る
高
い
普
及
率
を

誇
る
一
方
で
、
人
口
減
少
に

よ
る
料
金
収
入
の
減
少
、
水

道
施
設
の
老
朽
化
や
基
幹
管

路
の
耐
震
適
合
率
の
低
さ
に

加
え
て
、
水
道
事
業
に
携
わ

る
職
員
の
減
少
や
高
齢
化
な

ど
、
深
刻
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
厚
生
労

働
省
で
は
、
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、平
成
二
十
七
年
度
、

二
十
八
年
度
と
関
係
予
算
を

増
額
さ
せ
て
き
ま
し
た
が
、

二
十
九
年
度
予
算
に
お
い
て

は
、
二
十
億
円
の
増
額
、
計

三
百
五
十
五
億
円
を
確
保
い

た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
道
の
基
盤
強
化

を
図
る
た
め
、
制
度
面
か
ら

も
整
備
を
進
め
る
こ
と
と

し
、
先
の
国
会
に
お
い
て
水

道
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
こ
の
改
正
案
で
は
、
水

道
事
業
の
広
域
連
携
や
多
様

な
官
民
連
携
を
進
め
る
と
と

も
に
、
適
切
な
資
産
管
理
に

基
づ
く
計
画
的
な
施
設
の
更

新
や
耐
震
化
を
推
進
す
る
こ

と
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
、
給
水
装
置
工
事
事

業
者
の
技
術
的
水
準
を
確
保

祝　

辞

国
土
交
通
大
臣

石
井　

啓
一

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
の
平
成
二
十
九
年
度

全
国
大
会
の
開
催
に
あ
た

り
、
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
ず
は
、
皆
様
に
は
平
素

よ
り
、
国
土
交
通
行
政
と
り

わ
け
建
設
産
業
行
政
の
推
進

に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

建
設
産
業
は
、
イ
ン
フ
ラ

や
住
宅
、
ビ
ル
等
の
整
備
を

通
じ
、
国
民
生
活
や
経
済
の

発
展
を
支
え
る
基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
管
工
事
業

は
、
給
排
水
設
備
の
設
置
や

配
管
工
事
等
を
通
じ
、
人
が

生
活
す
る
上
で
不
可
欠
な
水

を
届
け
、
ま
た
災
害
時
に
は

「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
維
持
す
る

と
い
う
、
極
め
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
我
が
国
は
人
口

減
少
時
代
を
迎
え
、
建
設
業

は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、

担
い
手
の
確
保
と
技
能
の
伝

承
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
建
設

業
界
に
と
っ
て
、「
働
き
方

改
革
」
は
待
っ
た
な
し
の
課

題
で
す
。

　

国
土
交
通
省
と
し
て
も
、

関
係
機
関
と
し
っ
か
り
連
携

を
図
り
な
が
ら
必
要
な
環
境

整
備
を
進
め
る
と
共
に
、
適

正
な
工
期
設
定
や
週
休
二
日

の
推
進
等
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
若
者
や
女
性
に

と
っ
て
も
魅
力
あ
る
職
場
と

な
る
よ
う
、
適
正
な
賃
金
水

準
の
確
保
、
社
会
保
険
の
加

入
促
進
に
よ
る
技
能
労
働
者

の
処
遇
改
善
等
に
、
引
き
続

き
注
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
技
能
労
働
者
の
適

正
な
評
価
と
処
遇
に
つ
な
が

る
よ
う
、
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア

ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
、
関
係
者
の
皆
様
の
御

意
見
を
よ
く
聴
き
な
が
ら
、

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

貴
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
の
実
施
な
ど
「
人
づ

く
り
」
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
こ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

災
害
対
応
体
制
の
整
備
な
ど

の
取
組
も
進
め
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
後
と
も
こ
れ
ら
の
活
動

等
を
推
進
し
て
頂
き
、
管
工

事
業
ひ
い
て
は
建
設
産
業
の

よ
り
一
層
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
す
こ
と
を
、
大
い
に
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
連
合
会
の

益
々
の
御
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
御
健
勝
・
御
活
躍
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

私
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

祝　

辞

厚
生
労
働
省
大
臣
官
房

宇
都
宮　

啓

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
第
五
十
七
回
通
常
総

会
並
び
に
全
国
大
会
が
、
こ

こ
花
巻
市
に
お
き
ま
し
て
多

く
の
皆
様
の
御
参
会
の
も

と
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す

こ
と
を
心
よ
り
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
全
国

各
地
か
ら
本
大
会
に
お
越
し

の
皆
様
方
に
花
巻
市
民
を
代

表
し
て
心
か
ら
歓
迎
申
し
上

げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ
り

上
下
水
道
の
整
備
・
維
持
管

理
に
多
大
な
御
尽
力
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
事
故
や
自

然
災
害
等
に
際
し
、
迅
速
な

復
旧
・
復
興
支
援
に
取
り
組

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
こ
と

に
、
深
く
敬
意
を
表
し
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
は
合
併
四
市

町
（
花
巻
地
域
、大
迫
地
域
、

石
鳥
谷
地
域
、
東
和
地
域
）

の
そ
れ
ぞ
れ
の
中
心
市
街
地

を
地
域
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
拠

点
と
位
置
づ
け
、
国
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
住
民
が
利
用

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス

機
能
を
市
街
地
に
誘
導
す
る

た
め
に
「
花
巻
市
立
地
適
正

化
計
画
」
を
全
国
で
三
番
目

に
策
定
し
、
四
つ
の
生
活
サ

ー
ビ
ス
拠
点
を
公
共
交
通
で

つ
な
ぐ
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ

ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成

し
、
市
民
生
活
の
利
便
性
の

向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
現

在
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
人
口
減
少
に
伴
う
科
金

収
入
の
減
少
や
施
設
の
老
朽

化
及
び
技
術
の
継
承
が
か
ね

て
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、
こ

れ
を
克
服
す
る
た
め
に
用
水

供
給
事
業
を
行
う
岩
手
中
部

広
域
水
道
企
業
団
と
末
端
給

水
事
業
を
行
う
北
上
市
、
花

巻
市
及
び
紫
波
町
が
広
域
統

合
し
「
岩
手
中
部
水
道
企
業

団
」
と
し
て
、
平
成
二
十
六

年
四
月
か
ら
事
業
実
施
し
て

お
り
ま
す
。
こ
の
広
域
統
合

に
つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
の

垂
直
統
合
と
二
市
一
町
の
水

平
統
合
を
同
時
に
実
現
し
た

先
進
事
例
と
し
て
全
国
で
も

高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

ま
た
、
公
共
下
水
道
事
業

を
は
じ
め
と
す
る
汚
水
処
理

し
、
住
民
が
地
元
事
業
者
に

安
心
し
て
水
道
工
事
を
依
頼

で
き
る
よ
う
、
事
業
者
の
指

定
に
つ
い
て
、
更
新
制
を
導

入
し
ま
す
。

　

我
が
国
の
水
道
が
抱
え
る

様
々
な
課
題
に
果
断
に
取
り

組
み
、
安
全
か
つ
強
靭
な
水

道
を
次
世
代
に
確
実
に
引
き

継
い
で
い
け
る
よ
う
、
厚
生

労
働
省
と
し
ま
し
て
も
、
ま

ず
は
、
法
案
の
早
期
成
立
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
る

所
存
で
す
の
で
、
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
も
引
き
続
き
の

御
支
援
と
御
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
大
会
の
御

成
功
と
、
全
国
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
の
ま
す
ま
す

の
御
発
展
、
並
び
に
、
本
日

お
集
ま
り
の
皆
様
の
御
健
勝

を
心
か
ら
祈
念
し
、
私
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昭

和
五
十
四
年
に
公
共
下
水
道

事
業
に
着
手
以
来
、
地
域
の

特
性
や
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
じ

て
農
業
集
落
排
水
事
業
、
戸

別
浄
化
槽
事
業
を
実
施
し
、

花
巻
市
全
体
の
汚
水
処
理
人

口
普
及
率
は
八
九
・
四
％
、

水
洗
化
人
口
割
合
は
七
八
・

二
％
と
な
っ
て
お
り
、
着
実

に
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
が

進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
整
備
や
維
持
管

理
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
い
た

先
人
た
ち
の
御
努
力
と
御
苦

労
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
の

意
を
表
し
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

こ
こ
花
巻
市
は
、
西
に
奥

羽
山
脈
、
東
に
北
上
高
地
の

山
並
み
が
連
な
る
肥
沃
な
北

上
平
野
に
位
置
し
季
節
ご
と

に
自
然
風
景
の
美
し
さ
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
岩
手
県
唯
一
の
い
わ
て

歓
迎
の
ご
あ
い
さ
つ

花
巻
市
長

上
田　

東
一

花
巻
空
港
を
は
じ
め
、
東
北

新
幹
線
や
東
北
縦
貫
自
動
車

道
、
東
北
横
断
自
動
車
道
な

ど
北
東
北
に
お
け
る
高
速
交

通
網
の
要
衝
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
童
話
や
詩
、
さ
ら
に

は
教
育
や
農
業
な
ど
に
も
多

彩
な
才
能
を
発
揮
し
た
宮
沢

賢
治
や
、
日
本
の
近
代
絵
画

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
洋

画
家
の
萬
鉄
五
郎
を
輩
出
し

て
お
り
、
ま
た
、
大
迫
地
域

に
伝
わ
る
早
池
峰
神
楽
は
平

成
二
十
一
年
に
ユ
ネ
ス
コ
無

形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
人

類
共
通
の
遺
産
と
し
て
世
界

に
認
め
ら
れ
る
な
ど
、芸
術
、

文
化
に
関
わ
る
す
ば
ら
し
い

財
産
を
擁
し
て
お
り
、
そ
れ

ら
に
関
連
す
る
施
設
も
充
実

し
て
お
り
ま
す
。
お
集
り
の

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

東
北
有
数
の
規
模
で
あ
る
花

巻
温
泉
郷
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
な
が
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
機

歓
迎
の
ご
あ
い
さ
つ

岩
手
県
知
事

達
増　

拓
也

　

こ
の
度
、
全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
全
国
大
会

が
、
こ
こ
岩
手
県
に
お
い
て

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
全
国
各
地
か
ら

参
加
さ
れ
た
皆
様
を
、
心
か

ら
歓
迎
申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
若
年
技
能
者
の
技
術

向
上
の
た
め
の
研
修
会
や
講

習
会
の
開
催
、
情
報
提
供
事

業
等
を
行
い
、人
材
の
確
保
・

育
成
を
図
ら
れ
る
な
ど
、
日

頃
か
ら
、
組
合
員
の
資
質
向

上
や
業
界
の
健
全
な
成
長
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま

す
。

　

ま
た
、
管
工
事
に
携
わ
る

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

私
た
ち
の
日
々
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
上
下

水
道
や
ガ
ス
、
空
調
設
備
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え

て
い
た
だ
い
て
お
り
、特
に
、

平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生

し
た
東
日
本
大
震
災
津
波
に

お
い
て
は
、
発
災
直
後
の
応

急
対
応
や
、
災
害
公
営
住
宅

等
の
恒
久
的
な
住
宅
の
整

備
、
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
な
ど
、
被
災
地
の
復
旧
・

復
興
に
大
変
な
御
尽
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
し

ま
し
て
、
心
か
ら
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

岩
手
県
で
は
、
東
日
本
大

震
災
津
波
か
ら
の
復
興
事
業

の
総
仕
上
げ
を
視
野
に
、
平

成
二
十
九
年
度
か
ら
三
十
年

度
ま
で
の
二
年
間
を
「
更
な

る
展
開
へ
の
連
結
期
間
」
と

位
置
付
け
、
被
災
者
＝
復
興

者
一
人
一
人
の
復
興
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
復
興
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

昨
年
開
催
し
ま
し
た
「
希

望
郷
い
わ
て
国
体
」、「
希
望

郷
い
わ
て
大
会
」
は
、
東
日

本
大
震
災
津
波
及
び
台
風
第

十
号
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復

興
に
全
力
で
取
り
組
む
中

で
、
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

御
支
援
に
対
す
る
感
謝
、
そ

し
て
、
復
興
に
向
か
う
本
県

の
姿
を
お
伝
え
す
る
こ
と
が

で
き
、
成
功
裏
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

皆
様
の
御
支
援
・
御
協
力

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
二
年
後
の
二
〇
一

九
年
に
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
ＭＴ

が
釜
石
市
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、大
会
の
成
功
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
御
支
援
、
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

岩
手
に
は
、
平
泉
の
文
化

遺
産
と
釜
石
市
の
橋
野
鉄
鉱

山
の
二
つ
の
世
界
遺
産
を
は

じ
め
、
豊
か
な
自
然
、
食
、

温
泉
な
ど
、
優
れ
た
資
源
に

恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
皆
様

方
に
は
、
こ
の
機
会
に
本
県

の
多
彩
な
魅
力
に
触
れ
て
い

会
に
花
巻
を
御
堪
能
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
の
御
成

功
と
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
御

生
活
衛
生
・
食
品
安
全
審
議
官

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
、
貴
連
合
会
の
ま

す
ま
す
の
御
発
展
と
会
員
の

皆
様
方
の
御
活
躍
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
歓
迎
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

訓
練
実
施
方
法
等
検
討
小
委
員
会

を
開
催

日水協

全
国
訓
練
　
平
成
30
年
度
実
施
に

向
け
検
討
着
々

　

当
日
は
、審
議
に
先
立
ち
、

地
震
等
緊
急
時
対
応
特
別
調

査
委
員
会
・
応
援
体
制
検
討

小
委
員
会
の
報
告
書
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、
▽
平
成

二
十
九
年
度
情
報
伝
達
訓
練

▽
平
成
三
十
年
度
応
援
訓
練

に
つ
い
て
審
議
が
行
わ
れ

た
。
本
小
委
員
会
で
と
り
ま

と
め
た
内
容
は
、
八
月
七
日

の
第
五
回
特
別
調
査
委
員
会

に
て
報
告
さ
れ
る
。

　

な
お
、情
報
伝
達
訓
練
は
、

平
成
三
十
年
一
月
二
十
四
日

に
日
水
協
救
援
本
部
に
て
行

わ
れ
る
予
定
。

　

一
方
、
応
援
訓
練
は
、
平

成
三
十
年
十
一
月
頃
、
静
岡

市
上
下
水
道
局
庁
舎
等
に
て

行
わ
れ
る
予
定
。

　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
は
七
月
十
日
、「
地

震
等
緊
急
時
対
応
特
別

調
査
委
員
会
」
に
設
け

て
い
る
訓
練
実
施
方
法

等
検
討
小
委
員
会
（
委

員
長
・
玉
野
井
晃
調
査

部
長
）
の
第
四
回
会
合

を
七
月
十
日
に
、
東
京

都
千
代
田
区
の
同
協
会

で
開
催
し
た
。

　

全
管
連
か
ら
は
、
原
宣
幸

災
害
対
策
担
当
理
事
（
神
奈

川
県
連
）
が
出
席
し
た
。

第４回

発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
御

健
勝
と
御
活
躍
を
心
か
ら
御

祈
念
申
し
上
げ
、
歓
迎
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

建
設
市
場
整
備
課
長
に

出
口
陽
一
氏
が
就
任

　
　
　
　
　
　
国
土
交
通
省

　

国
土
交
通
省
土
地
・
建
設

産
業
局
建
設
市
場
整
備
課
長

に
七
月
七
日
付
で
出
口
陽
一

氏
が
就
任
し
た
。
木
村
実
前

課
長
は
、
国
土
政
策
局
総
合

計
画
課
長
に
就
任
し
た
。

水
道
課
長
に
是
澤
裕
二
氏
が

就
任

　
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省

　

厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活

衛
生
局
水
道
課
長
に
七
月

十
四
日
付
で
是
澤
裕
二
氏
が

就
任
し
た
。
宮
崎
正
信
前
課

長
は
同
日
付
で
退
職
し
た
。

　

是
澤
氏
は
、
昭
和
六
十
二

年
厚
生
省
に
入
省
、
水
道
課

課
長
補
佐
、
環
境
省
水
・
大

気
環
境
局
大
気
環
境
課
長
な

ど
を
歴
任
し
て
い
る
。
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〔
基
本
方
針
〕

　
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
制
度
に
関
し
て
、
事
業
者

の
指
定
に
五
年
間
の
有
効
期

間
を
設
け
る
と
と
も
に
更
新

制
を
導
入
す
る
こ
と
等
を
内

容
と
す
る
「
水
道
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
」
が
国

会
に
提
出
さ
れ
た
。

　

法
案
成
立
後
に
は
、
改
正

内
容
等
を
会
員
及
び
所
属
会

員
企
業
に
広
く
周
知
す
る
。

ま
た
、
更
新
制
度
に
併
せ
て

水
道
事
業
体
が
指
定
工
事
店

の
講
習
会
受
講
状
況
等
を
確

認
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
、
確
認
事
項
の
内
容
等
に

つ
い
て
適
正
な
も
の
と
な
る

よ
う
関
係
者
に
対
し
て
要
望

を
行
う
。

　

国
土
交
通
省
が
平
成
二
十

八
年
の
労
働
力
調
査
（
総
務

省
）
の
結
果
を
も
と
に
算
出

し
て
技
能
労
働
者
数
は
平
成

九
年
に
四
百
五
十
五
万
人
で

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
が
、
平
成

二
十
二
年
に
は
三
百
三
十
一

万
人
ま
で
減
少
し
た
。
平
成

二
十
三
年
以
降
は
四
年
連
続

で
増
加
し
、
平
成
二
十
六
年

に
三
百
四
十
一
万
人
ま
で
回

復
し
た
も
の
の
、
平
成
二
十

七
年
に
十
万
人
減
の
三
百
三

十
一
万
人
、
平
成
二
十
八
年

に
五
万
人
減
の
三
百
二
十
六

万
人
と
二
年
連
続
で
減
少
し

た
。
本
会
が
平
成
二
十
八
年

度
に
実
施
し
た
「
資
格
取
得

等
に
関
す
る
取
組
実
態
調

査
」
で
は
、
所
属
会
員
企
業

と
し
て
不
足
す
る
技
術
者
・

技
能
者
の
資
格
を
見
る
と
、

全
体
で
管
工
事
施
工
管
理
技

士
が
七
一
・
三
％
と
最
も
多

く
、
次
い
で
土
木
施
工
管
理

技
士
五
七
・
七
％
、
給
水
装

置
工
事
主
任
技
術
者
三
五
・

三
％
と
な
っ
て
い
る
。
関
係

団
体
と
協
力
し
て
、
所
属
員

企
業
の
資
格
取
得
や
若
年
技

術
・
技
能
者
の
確
保
育
成
を

支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
会
館
の
対
応
に
つ

い
て
は
築
四
十
四
年
が
経
過

し
、
建
物
及
び
設
備
面
の
老

朽
化
が
著
し
く
、
耐
震
診
断

結
果
で
も
必
要
強
度
を
大
幅

に
下
回
っ
た
こ
と
か
ら
、
平

成
二
十
八
年
度
通
常
総
会
に

お
い
て
会
館
特
別
検
討
委
員

会
の
設
置
を
承
認
い
た
だ
い

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

全
国
団
体
組
織
の
基
盤
基

地
と
し
て
欠
か
す
こ
と
の
で

き
な
い
施
設
で
あ
り
、ま
た
、

災
害
時
に
は
防
災
拠
点
本
部

と
な
る
建
物
で
も
あ
る
こ
と

か
ら
、同
検
討
委
員
会
で
は
、

耐
震
補
強
、
建
て
替
え
、
移

転
な
ど
幅
広
く
検
討
を
行

い
、
現
在
の
位
置
に
新
会
館

を
建
設
す
る
と
の
検
討
結
果

を
本
年
四
月
に
答
申
書
と
し

て
と
り
ま
と
め
会
長
に
報
告

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後

は
、
会
員
の
理
解
を
得
な
が

ら
速
や
か
に
計
画
を
進
め
る

よ
う
努
め
、
平
成
三
十
年
二

月
に
工
事
着
工
予
定
で
あ

る
。

〔
重
点
事
項
〕

１
．
災
害
時
等
の
対
応

　

日
本
水
道
協
会
に
設
置
さ

れ
て
い
る
地
震
等
緊
急
時
対

応
特
別
調
査
委
員
会
が
計
画

し
て
い
る
情
報
伝
達
訓
練

（
平
成
二
十
九
年
度
冬
期
）

お
よ
び
全
国
訓
練
（
平
成

三
十
年
度
秋
期
・
静
岡
市
）

に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と

に
よ
り
、
全
管
連
と
し
て
の

災
害
等
へ
の
対
応
力
を
よ
り

一
層
整
備
し
て
い
く
。

２
．
若
年
者
・
女
性
の
入
職

促
進

　

学
生
や
女
性
向
け
の
周
知

用
資
料
と
し
て
、
本
会
青
年

部
協
議
会
の
協
力
を
得
て
入

職
促
進
の
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
お

よ
び
動
画
を
作
成
し
て
、
会

員
お
よ
び
工
業
高
等
学
校
設

備
工
業
科
等
に
配
布
す
る
と

と
も
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
。

３
．
建
築
設
備
に
お
け
る
漏

水
等
事
故
防
止
対
策

　

関
係
団
体
お
よ
び
管
工
機

材
メ
ー
カ
ー
等
の
協
力
に
よ

り
、
建
築
設
備
に
お
け
る
漏

水
等
の
事
故
の
注
意
を
促
す

資
料
を
作
成
す
る
。
所
属
会

員
企
業
に
資
料
を
配
布
す
る

と
と
も
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
掲
載
す
る
こ
と
に
よ
り

事
故
防
止
に
つ
な
げ
る
。

４
．
共
済
制
度
の
加
入
促
進

に
つ
い
て

　

全
国
団
体
と
し
て
の
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や
優
位
性
を

最
大
限
活
用
し
、
会
員
企
業

の
安
定
し
た
経
営
と
健
全
な

発
展
に
資
す
る
た
め
、
福
利

厚
生
面
の
充
実
と
し
て
「
管

工
事
賠
償
補
償
制
度
」、「
法

定
外
労
働
災
害
補
償
制
度
」

及
び
「
福
祉
共
済
制
度
」
の

加
入
促
進
を
図
り
、
加
入
率

を
増
加
さ
せ
る
。
特
に
、
管

工
事
賠
償
制
度
へ
の
加
入
増

に
よ
る
損
害
率
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
損
害
率
の
安

定
化
に
向
け
て
漏
水
等
事
故

防
止
資
料
を
活
用
す
る
。

５
．
水
道
法
改
正
法
案
へ
の

対
応

　

事
業
者
の
指
定
に
五
年
間

の
有
効
期
間
を
設
け
る
と
と

も
に
更
新
制
度
導
入
す
る
水

道
法
改
正
法
案
の
平
成
三
十

年
四
月
の
施
行
予
定
を
踏
ま

え
、
円
滑
な
実
施
に
向
け
て

更
新
申
請
及
び
確
認
事
項
の

報
告
に
つ
い
て
会
員
、
所
属

員
企
業
に
周
知
に
努
め
る
。

ま
た
、
給
水
装
置
工
事
主
任

技
術
者
に
対
す
る
再
講
習
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
に
つ

い
て
（
公
財
）
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
と
協
議
等
を
行

う
。

６
．
技
術
・
技
能
に
つ
い
て

　

関
係
団
体
と
協
力
し
て
、

施
工
管
理
技
士
、
給
水
装
置

工
事
主
任
技
術
者
の
国
家
資

格
取
得
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
若
年
技
能
者
の
人
材
確

保
・
育
成
が
業
界
の
急
務
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
担

い
手
確
保
・
育
成
の
た
め
、

技
能
向
上
の
た
め
の
指
導
者

を
派
遣
す
る
。
ま
た
、
厚
生

労
働
省
健
康
局
水
道
課
の
事

務
連
絡
「
給
水
装
置
工
事
の

適
切
な
施
行
に
つ
い
て
（
平

成
二
十
三
年
八
月
三
十
日

付
）」
に
あ
る
、
配
管
技
能

者
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
水

道
事
業
体
の
供
給
規
程
等
へ

の
明
文
化
の
働
き
か
け
を
引

続
き
行
う
。

７
．
全
管
連
会
館
の
建
て
替

え
　

平
成
二
十
八
年
度
の
特
別

検
討
委
員
会
に
お
い
て
耐
震

化
に
つ
い
て
幅
広
く
検
討
し

答
申
書
を
ま
と
め
、
建
て
替

え
が
最
適
と
判
断
さ
れ
た
。

耐
震
対
策
の
緊
急
性
に
鑑

み
、
早
急
に
進
め
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
会
館
建

設
に
着
手
す
る
。

　

こ
の
度
、
全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
第
五
十
七

回
通
常
総
会
並
び
に
全
国
大

会
が
、
花
巻
市
花
巻
温
泉
を

会
場
と
し
て
全
国
各
地
か
ら

ご
来
賓
並
び
に
業
界
を
代
表

さ
れ
る
皆
様
方
を
お
迎
え

し
、
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と
は

誠
に
光
栄
な
こ
と
と
存
じ
心

か
ら
ご
歓
迎
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
ず
も
っ
て
、
六
年
前

に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

の
復
興
に
あ
た
っ
て
は
全
国

各
地
か
ら
物
心
両
面
に
わ
た

る
ご
支
援
を
賜
り
、
お
陰
様

を
も
ち
ま
し
て
被
災
地
は
活

気
を
取
り
戻
し
復
興
工
事
が

と
り
進
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
全

国
か
ら
お
集
ま
り
の
皆
様
方

に
対
し
心
か
ら
感
謝
し
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く

環
境
は
景
気
が
若
干
上
向
き

と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
地
方
の
中
小
企
業

ま
で
は
波
及
し
て
お
ら
ず
、

労
働
力
不
足
、
原
材
料
の
値

上
が
り
、
加
え
て
規
制
緩
和

以
降
に
不
適
格
な
業
者
が
増

加
す
る
等
、
多
く
の
課
題
を

抱
え
厳
し
い
現
状
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
管

連
は
技
術
者
の
養
成
と
し
て

各
種
研
修
会
の
推
進
、
従
業

員
の
福
利
厚
生
の
た
め
共
済

制
度
の
充
実
、
指
定
店
制
度

の
見
直
し
に
つ
い
て
関
係
行

政
庁
に
対
し
て
要
望
す
る

等
、
業
界
の
向
上
に
努
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

最
近
は
熊
本
地
震
、
大
型

台
風
の
襲
来
に
よ
る
災
害
が

各
地
で
発
生
し
て
い
る
こ
と

に
鑑
み
、
我
々
の
重
大
な
役

目
で
あ
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
確
保
」
の
大
切
さ
を
痛
感

さ
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

歓
迎
の
ご
あ
い
さ
つ

会
長

佐
々
木　

英
樹

　

こ
の
よ
う
な
現
況
か
ら
全

国
各
地
の
会
員
が
一
堂
に
集

い
、
国
や
県
の
関
係
者
の
ご

臨
席
を
賜
わ
り
開
催
す
る
こ

の
全
国
大
会
は
、
会
員
一
同

が
親
睦
を
探
め
情
報
交
換
を

行
う
良
い
機
会
で
も
あ
り
、

更
に
は
業
界
が
抱
え
て
い
る

諸
課
題
の
解
決
へ
の
糸
口
を

模
索
し
つ
つ
、
か
つ
我
々
業

界
の
社
会
に
お
け
る
役
割
の

重
要
性
に
つ
い
て
確
認
し
合

う
重
要
か
つ
意
義
の
あ
る
大

会
で
も
あ
り
ま
す
。

　

岩
手
県
は
四
国
四
県
に
匹

敵
す
る
広
さ
を
有
す
る
県
で

す
が
、
八
五
％
が
山
林
原
野

で
占
め
ら
れ
、
県
中
央
部
を

流
れ
て
い
る
北
上
川
の
流
域

に
耕
地
が
広
が
る
農
業
県
で

あ
り
ま
す
。
沿
岸
部
は
風
光

明
媚
な
三
陸
海
岸
が
続
き
海

産
物
の
宝
庫
で
も
あ
り
ま

岩
手
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

す
。

　

会
場
と
な
る
「
花
巻
市
」

は
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

空
港
、
新
幹
線
、
高
速
道
路

等
が
集
積
し
交
通
の
要
衝
と

も
な
っ
て
い
ま
す
。
街
の
中

心
部
に
は
南
部
藩
の
南
の
守

り
「
花
巻
城
跡
」
が
あ
り
城

下
町
を
形
成
し
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す
。
近
在
に

は
「
宮
沢
賢
治
記
念
館
」「
花

巻
新
渡
戸
記
念
館
」「
高
村

山
荘
・
高
村
光
太
郎
記
念
館
」

が
あ
り
、
文
化
の
薫
り
漂
う

街
で
も
あ
り
ま
す
。

　

食
べ
物
も
春
は
山
菜
、
秋

は
き
の
こ
、
海
産
物
も
鮭
、

ア
ワ
ビ　

ウ
ニ
、
ホ
ヤ
、
海

藻
類
、
等
々
。
そ
し
て
良
質

米
で
醸
造
さ
れ
た
「
銘
酒
」

は
特
段
の
美
味
し
さ
で
す
。

　

記
念
旅
行
初
日
は
、
世
界

遺
産
の
中
尊
寺
金
色
堂
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
復
興

状
況
を
陸
前
高
田
市
で
ご
覧

い
た
だ
き
、「
記
念
ゴ
ル
フ

大
会
」
組
と
志
戸
平
温
泉
で

合
流
し
、名
湯
で
汗
を
流
し
、

懇
親
会
で
疲
れ
を
癒
や
し
な

が
ら
ご
ゆ
っ
く
り
お
過
ご
し

い
た
だ
き
ま
す
。

　

記
念
旅
行
二
日
目
は
宮
城

県
に
入
り
、
日
本
三
大
景
勝

地
「
松
島
」
を
船
で
遊
覧
し
、

名
刹
瑞
巌
寺
を
参
詣
後
、
昼

食
を
と
り
仙
台
空
港
も
し
く

は
仙
台
駅
で
解
散
の
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方

に
は
思
い
出
多
い
旅
を
存
分

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
と
存
じ
ま
す
。

　

結
び
に
、
全
管
連
の
益
々

の
ご
発
展
と
皆
様
方
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
て
歓
迎
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

ガ
ス
消
費
機
器
設
置

工
事
監
督
者
講
習
制

度
を
民
間
解
放
へ

　

経
済
産
業
省
原
子

力
安
全
・
保
安
院
は
、

現
在
、
特
定
ガ
ス
消

費
機
器
の
設
置
工
事

の
監
督
に
関
す
る
法

律
（
以
下
「
特
監

法
」
と
い
う
。）
に

お
い
て
、
特
定
の
風

呂
が
ま
等
の
設
置
工

事
は
、
資
格
者
に
よ

る
工
事
監
督
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、

当
該
資
格
の
取
得
・

更
新
等
に
係
る
講
習

に
つ
い
て
は
、（
独
）

製
品
評
価
技
術
基
盤

機
構
が
指
定
講
習
機

関
と
し
て
指
定
を

し
て
い
た
が
、「
独

立
行
政
法
人
の
事

務
・
事
業
の
見
直
し

の
基
本
方
針
（
平
成

二
十
二
年
十
二
月
七

日
閣
議
決
定
）」
を

受
け
て
、
今
回
、
他

の
機
関
を
指
定
す
る

制
度
に
見
直
す
こ
と

と
し
、
六
月
十
五
日

に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

全
管
連
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功労者表彰

　

本
会
の
平
成
二
十
九
年
度

全
国
大
会
は
七
月
十
二
日
午

後
四
時
か
ら
、
勝
瑞
国
土
交

通
省
土
地
・
建
設
産
業
局
建

設
市
場
整
備
課
企
画
専
門

官
、宮
崎
厚
生
労
働
省
医
薬
・

生
活
衛
生
局
水
道
課
長
、
石

井
国
交
省
水
管
理
・
国
土
保

全
局
下
水
道
部
下
水
道
事
業

課
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

会
に
よ
り
開
会
、
渡
辺
副
会

長
（
宮
城
県
連
）
の
開
会
挨

拶
に
続
い
て
、
開
催
地
を
代

表
し
て
岩
手
県
管
工
事
業
協

同
組
合
連
合
会
の
佐
々
木
会

長
に
よ
る
来
賓
及
び
出
席
者

に
対
し
て
の
歓
迎
挨
拶
に
引

き
続
き
、
大
澤
会
長
が
挨
拶

し
た
。

　

続
い
て
、
別
掲
の
功
労
者

の
方
々
に
対
し
、
表
彰
が
行

わ
れ
た
。

○
別
掲
・
功
労
者
表
彰
（
敬

称
略
・
順
不
同
）

〔
一
〕
叙
勲
受
章
者
に
対
す

る
顕
彰
状
贈
呈

（
１
）
平
成
二
十
八
年
秋
の

叙
勲
受
章
者
（
平
成
二
十
八

年
十
一
月
三
日
）

　

旭
日
双
光
章
＝
冨
田
行
雄

（
福
井
県
連
）。

　

瑞
宝
単
光
章
＝
山
部　

進

（
和
歌
山
県
連
）。

（
２
）
平
成
二
十
九
年
春
の

叙
勲
受
章
者
（
平
成
二
十
九

年
四
月
二
十
九
日
）

　

旭
日
双
光
章
＝
友
近　

安

（
愛
媛
県
連
）。

　

瑞
宝
単
光
章
＝
越
智
文
夫

（
愛
媛
県
連
）、中
村
圭
一（
京

都
府
連
）。

〔
二
〕
国
家
褒
章
受
章
者
に

対
す
る
顕
彰
状
贈
呈

（
１
）
平
成
二
十
八
年
秋
の

国
家
褒
章
受
章
者
（
平
成
二

十
八
年
十
一
月
三
日
）

　

黄
綬
褒
章
＝
佐
々
木
靖
太

（
神
奈
川
県
連
）、
國
實
重
勝

（
大
分
県
連
）。

（
２
）
平
成
二
十
九
年
春
の

国
家
褒
章
受
章
者
（
平
成
二

十
九
年
四
月
二
十
九
日
）

　

黄
綬
褒
章
＝
北
向
幸
吉

（
青
森
県
連
）。

以
上
の
方
々
を
代
表
し
て
冨

田
行
雄
氏
に
大
澤
会
長
か
ら

顕
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

〔
三
〕
大
臣
表
彰
受
賞
者
に

対
す
る
顕
彰
状
贈
呈

（
１
）
平
成
二
十
八
年
度
国

土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞
者

　

建
設
事
業
関
係
（
平
成
二

十
八
年
七
月
十
日
）

　

功
労
者
＝
岡
田
俊
明
（
松

江
）、
井
田
時
千
代
（
愛
知

県
連
）、
縄
田
清
髙
（
福
岡

県
連
）、
大
橋　

保
（
栃
木

県
連
）、
佐
藤
芳
喜
（
岩
手

県
連
）、
阿
久
澤　

茂
（
群

馬
）。

（
２
）
平
成
二
十
八
年
度
厚

生
労
働
大
臣
表
彰
受
賞
者

①
水
道
関
係
（
平
成
二
十
八

年
十
一
月
九
日
）

　

功
労
者
＝
佐
野　

勉
（
香

川
県
連
）。

②
水
道
関
係
（
平
成
二
十
八

年
十
一
月
二
十
四
日
）

　

功
労
者
＝
福
田
義
次
（
東

京
都
連
）、小
野
一
朗
（
同
）。

③
水
道
関
係
（
平
成
二
十
九

年
一
月
十
四
日
）

　

功
労
者
＝
大
西
英
範
（
愛

媛
県
連
）、内
田
光
治
（
同
）。

④
水
道
関
係
（
平
成
二
十
九

年
一
月
十
七
日
）

　

功
労
者
＝
佐
藤
袁
也
（
新

潟
県
連
）、佐
々
木
英
樹
（
岩

手
県
連
）。

⑤
卓
越
し
た
技
能
者
（
現
代

の
名
工
）（
平
成
二
十
八
年

十
一
月
二
十
日
）

　

功
労
者
＝
松
本
正
美
（
東

京
都
連
）。

　

以
上
の
方
々
を
代
表
し
て

岡
田
俊
明
氏
に
大
澤
会
長
か

ら
顕
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

〔
四
〕
全
管
連
表
彰
状
贈
呈

（
１
）
組
合
員
に
対
す
る
表

彰　

富
岡　

淳
氏
（
岩
手
県

連
）
は
じ
め
百
四
十
一
名
。

（
２
）
組
合
員
た
る
法
人
の

役
員
及
び
従
業
員
に
対
す
る

表
彰　

大
野　

博
氏
（
岩
手

県
連
）
は
じ
め
三
百
五
名
。

（
３
）
組
合
職
員
に
対
す
る

表
彰　

深
作　

彰
氏
（
茨
城

県
連
）
は
じ
め
十
四
名
。

　

以
上
四
百
六
十
名
の
方
々

を
代
表
し
て
富
岡　

淳
氏
に

大
澤
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
た
。

〔
五
〕
退
任
役
員
に
対
す
る

感
謝
状
贈
呈

　

今
期
で
退
任
す
る
役
員
歴

八
年
以
上
、
ま
た
は
、
副
会

長
・
部
長
を
歴
任
し
た
役
員

の
方
々
へ
今
年
度
よ
り
会
長

感
謝
状
を
贈
呈
す
る
こ
と
と

な
り
、
次
の
五
名
の
方
々
に

大
澤
会
長
か
ら
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。

　

花
松
眞
一
氏
（
副
会
長
・

北
海
道
連
）、
小
坂
典
行
氏

（
経
営
部
長
・
同
）、
黒
澤
敏

男
氏（
副
会
長
・
栃
木
県
連
）、

南　

勉
氏
（
理
事
・
東
京
都

連
）、
和
田　

勝
（
副
会
長
・

兵
庫
県
連
）。

〔
六
〕
総
会
開
催
地
団
体
及

び
準
備
委
員
に
対
す
る
感
謝

状
贈
呈

（
１
）
第
五
十
七
回
通
常
総

会
並
び
に
全
国
大
会
の
開
催

に
尽
力
さ
れ
た
開
催
地
団
体

に
対
す
る
感
謝
状

　

岩
手
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
、
花
巻
市
上
下
水

道
協
同
組
合
。

（
２
）
開
催
地
準
備
委
員
に

対
す
る
感
謝
状

　

実
行
委
員
長
の
佐
々
木
英

樹
氏
（
岩
手
県
連
会
長
）
は

じ
め
実
行
委
員
会
の
方
々
二

十
四
名
。

　

以
上
の
方
々
及
び
団
体
を

代
表
し
て
佐
々
木
英
樹
氏
に

大
澤
会
長
か
ら
感
謝
状
が
授

与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
ご
来
賓
の
方
々

か
ら
の
祝
辞
及
び
ご
紹
介
、

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
が

行
わ
れ
た
。（
詳
細
は
五
面

参
照
）

室
長
、
達
増

岩
手
県
知

事
、
上
田
花

巻
市
長
は
じ

め
多
数
の
来

賓
、
全
国
の

会
員
団
体
、

賛
助
会
員
な

ど
約
七
百
名

の
出
席
の
も

と
、
ホ
テ
ル

紅
葉
館
に
お

い
て
開
催
さ

れ
た
。

　

定
刻
、
司

◇
平
成
29
年
度
全
国
大
会
◇

功
労
者
表
彰
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功
労
者
表
彰
（
四
面
）
に

続
い
て
、
次
の
ご
来
賓
の

方
々
か
ら
ご
祝
辞
を
頂
い

た
。

○
国
土
交
通
大
臣
（
代
読
・

国
土
交
通
省
土
地
・
建
設
産

業
局
建
設
市
場
整
備
課
企
画

専
門
官
　
勝
瑞
智
章
様
）

○
厚
生
労
働
省
大
臣
官
房
生

活
衛
生
・
食
品
安
全
審
議
官

　
岩
手
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
主
催
に
よ
る
懇
親

会
が
、
七
月
十
二
日
、
第
五

十
七
回
通
常
総
会
・
全
国
大

会
終
了
後
の
午
後
六
時
よ

り
、
ホ
テ
ル
千
秋
閣
に
お
い

て
、
多
数
の
来
賓
を
迎
え
て

開
催
さ
れ
た
。
同
連
合
会
和

田
勝
司
副
会
長
の
開
会
挨

拶
、
佐
々
木
会
長
の
開
催
地

代
表
挨
拶
、
大
澤
全
管
連
会

長
挨
拶
に
続
い
て
、
来
賓
の

中
か
ら
、
自
民
党
水
道
事
業

促
進
議
員
連
盟
会
長
代
理
の

鈴
木
俊
一
衆
議
院
議
員
、
公

明
党
上
水
道
・
簡
易
水
道
問

東
日
本
大
震
災
と
復
興
状

況
の
映
像
に
よ
る
紹
介

（
代
読
・
厚
生
労
働
省
医
薬
・

生
活
衛
生
局
水
道
課
長
　
宮

崎
正
信
様
）

○
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国

土
保
全
局
下
水
道
部
下
水
道

事
業
課
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

推
進
室
長
　
石
井
宏
幸
様

○
岩
手
県
知
事
　
達
増
拓
也

様○
花
巻
市
長
　
上
田
東
一
様

　
次
に
、
ご
来
賓
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
ご
祝
辞
を
い
た
だ

い
た
方
々
の
ほ
か
に
次
の

方
々
が
紹
介
さ
れ
た
。

○
厚
生
労
働
省
医
薬
・
生
活

衛
生
局
水
道
課
課
長
補
佐
　

長
平
武
信
様

○
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

総
務
部
長
　
大
貫
三
子
男
様

○
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
理
事
長
　
眞
柄
泰

基
様
　

○
（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
専
務
理
事
　
江
郷

道
生
様

○
（
一
社
）
日
本
水
道
工
業

団
体
連
合
会
専
務
理
事
　
仁

井
正
夫
様

○
（
一
社
）
全
国
管
工
機
材

商
業
連
合
会
副
会
長
（
東
京

管
工
機
材
商
業
協
同
組
合
理

事
長
）
橋
本
政
昭
様

○
全
国
設
備
工
業
教
育
研
究

会
事
務
局
長
（
大
阪
府
立
布

施
工
科
高
等
学
校
教
諭
）
小

倉
一
浩
様

○
岩
手
県
議
会
議
長
　
田
村

　
誠
様

○
岩
手
県
議
会
議
員
　
岩
手

県
連
顧
問
　
佐
々
木
順
一
様

○
岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部

副
部
長
兼
商
工
企
画
室
長
　

藤
澤
敦
子
様

○
岩
手
県
商
工
労
働
観
光
部

経
営
支
援
課
総
括
課
長
　
髙

橋
　
毅
様

○
岩
手
県
環
境
生
活
部
長
　

津
軽
石
昭
彦
様

○
（
公
社
）
日
本
水
道
協
会

常
任
幹
事
、
盛
岡
市
上
下
水

道
部
上
下
水
道
事
業
管
理
者

　
平
野
耕
一
郎
様

○
岩
手
中
部
水
道
企
業
団
局

長
　
菊
池
明
敏
様

　
続
い
て
、
議
長
に
岩
手
県

管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会

の
佐
々
木
会
長
が
、
副
議
長

に
同
連
合
会
の
和
田
副
会
長

が
選
任
さ
れ
、
平
成
二
十
九

年
度
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
（
一

面
）
の
採
択
を
上
程
し
た
。

　
藤
川
副
会
長（
富
山
県
連
）

か
ら
、「
水
道
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
が
国
会
に

提
出
さ
れ
ま
し
た
。
法
案
成

立
後
に
は
、
更
新
制
度
等
に

対
応
し
て
い
き
、
工
事
事
業

者
の
地
位
向
上
を
目
指
し
ま

す
。
大
規
模
災
害
が
予
測
さ

れ
る
昨
今
、
イ
ン
フ
ラ
の
維

持
・
災
害
対
応
に
、
組
織
力

を
生
か
し
専
門
家
集
団
と
し

て
、
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

水
道
利
用
者
が
安
心
し
て
工

事
を
依
頼
で
き
る
よ
う
に
力

を
合
わ
せ
て
技
術
・
技
能
を

研
鑚
し
て
参
り
た
い
」
と
大

会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
提
案
説
明

が
力
強
く
行
わ
れ
、
満
場
一

致
で
採
択
し
た
。

　
続
く
祝
電
披
露
で
は
、
自

民
党
水
道
事
業
促
進
議
員
連

盟
会
長
・
衆
議
院
議
員
の
川

崎
二
郎
先
生
、
同
顧
問
・
衆

議
院
議
員
の
田
村
憲
久
先

生
、
同
幹
事
長
・
衆
議
院
議

員
の
盛
山
正
仁
先
生
の
中
か

ら
川
崎
先
生
に
よ
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
以
下
の
と
お
り
披
露

さ
れ
た
。

　「
全
国
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
平
成
二
十
九
年
度

全
国
大
会
の
開
催
に
当
た

り
、御
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
我
が
国
の
水
道
は
、
御
承

知
の
通
り
、
人
口
が
減
少
す

る
中
、
高
度
経
済
成
長
期
に

整
備
さ
れ
た
水
道
施
設
の
老

朽
化
な
ど
様
々
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
国
の
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
、
水
道

に
関
す
る
予
算
も
削
減
を
よ

ぎ
な
く
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
自
由
民
主
党
水
道
事
業

促
進
議
員
連
盟
と
し
て
関
係

各
所
で
活
動
を
行
い
、
二
十

日
水
協
岩
手
県
支
部
長
代

理　

平
野
耕
一
郎
氏

題
議
員
懇
話
会
会
長
の
石
田

祝
稔
衆
議
院
議
員
、
自
民
党

水
道
議
連
の
足
立
敏
之
参
議

院
議
員
、
田
村
誠
岩
手
県
議

会
議
長
、
（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
岩
手
県
支
部
長
代
理

の
平
野
耕
一
郎
盛
岡
市
上
下

水
道
事
業
管
理
者
か
ら
祝
辞

を
頂
き
、
渡
辺
皓
全
管
連
東

北
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
副
会
長
の

発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
ま
た
、
郷
土
芸
能
と
し

て
、
岩
手
県
三
陸
沿
岸
一
帯

に
伝
承
さ
れ
て
い
る
「
虎

舞
」
が
披
露
さ
れ
、
見
ご
た

え
の
あ
る
踊
り
が
会
場
を
魅

了
し
た
。

　
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
次
期

開
催
地
の
Ｐ
Ｒ
で
は
、
静
岡

県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
が
紹
介
さ
れ
、
伊
藤
哲
理

事
長
を
中
心
に
県
連
の
役
職

員
が
登
壇
し
、
来
年
七
月
四

日
に
開
催
さ
れ
る
第
五
十
八

・
次
期
総
会
は
静
岡
県
静
岡
市
に
お
い
て

　

平
成
30
年
７
月
４
日
に
開
催

八
年
度
、
二
十
九
年
度
と
水

道
予
算
の
増
額
を
確
保
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年

度
予
算
に
つ
き
ま
し
て
も
引

き
続
き
、
予
算
の
増
額
確
保

に
向
け
て
活
動
し
て
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
水
道
の
基
盤

強
化
を
図
る
た
め
、
先
の
国

会
に
お
い
て
、
水
道
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
改
正

案
で
は
、
皆
様
か
ら
ご
要
望

頂
い
て
い
る
給
水
装
置
工
事

事
業
者
の
指
定
に
つ
き
ま
し

て
、
更
新
制
を
導
入
す
る
こ

と
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
更
新
制
の
導
入
と
あ
わ

せ
、
水
道
事
業
の
広
域
連
携

や
適
切
な
資
産
管
理
に
基
づ

く
計
画
的
な
施
設
の
更
新
や

耐
震
化
を
推
進
し
、
我
が
国

の
水
道
を
安
全
で
強
固
な
も

の
と
し
て
、
将
来
の
世
代
に

岩手から静岡へ。佐々木岩手県連会長から
伊藤静岡県連理事長へ全管連会旗の引継ぎ

確
実
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
自

由
民
主
党
水
道
事
業
促
進
議

員
連
盟
と
し
ま
し
て
も
、
法

案
の
早
期
成
立
に
全
力
を
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

法
案
の
早
期
審
議
入
り
と
早

期
成
立
に
向
け
て
、
引
き
続

き
の
御
支
援
と
御
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
日
は
、
誠
に
残
念
な
が

ら
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
大

会
の
御
成
功
と
、
貴
連
合
会

の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
、
並

び
に
、
皆
様
方
の
御
健
勝
を

祈
念
し
、
私
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。」

　
最
後
に
佐
々
木
副
会
長

（
神
奈
川
県
連
）
の
閉
会
の

辞
で
平
成
二
十
九
年
度
全
国

大
会
を
終
了
し
た
。

　
な
お
、全
国
大
会
終
了
後
、

全
管
連
青
年
部
協
議
会
の
秋

山
雅
仁
会
長
（
岡
山
）
に
よ

る
平
成
二
十
八
年
度
事
業
報

告
と
、
八
月
十
九
日
に
福
岡

ご
来
賓
祝
辞

　
・
国
土
交
通
大
臣

　
・
厚
生
労
働
省
生
活
衛
生
・
食
品
安
全
審
議
官

　
・
国
交
省
下
水
道
部
事
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
室
長

　
・
岩
手
県
知
事

　
・
花
巻
市
長

市
で
開
催
さ
れ
る
通
常
総
会

へ
の
多
数
の
参
加
呼
び
掛
け

が
行
わ
れ
た
。

◇
総
会
・
大
会
記
念
行
事
◇

︱
地
元
岩
手
県
連
主
催
に
よ
る
懇
親
会
・

　

ゴ
ル
フ
大
会
・
記
念
旅
行
を
開
催
︱

岩
手
県
議
会
議
長

田
村　

誠
氏

回
通
常
総
会
・
平
成
三
十
年

度
全
国
大
会
へ
の
成
功
を
誓

っ
て
多
数
の
参
加
を
呼
び
か

け
た
。

　
最
後
に
、
伊
藤
良
一
岩
手

県
連
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
で

懇
親
会
を
終
了
し
た
。

　
な
お
、
翌
十
三
日
の
ゴ
ル

フ
大
会
（
盛
岡
南
ゴ
ル
フ
倶

楽
部
）
、
世
界
遺
産
の
平
泉

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
遺
産

や
東
日
本
大
震
災
の
復
興
状

況
を
陸
前
高
田
市
に
訪
ね
る

記
念
旅
行
に
も
多
数
の
参
加

者
を
数
え
る
な
ど
、
地
元
岩

手
県
連
が
趣
向
を
凝
ら
し
た

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採
択

国
土
交
通
省

勝
瑞
企
画
専
門
官

国
土
交
通
省

石
井
室
長

厚
生
労
働
省

宮
崎
課
長

奇跡の一本松（陸前高田市）

静岡県連の伊藤理事長と県連の皆さ
んが来年の静岡大会をアピール

九
州
管
工
業
組
合
連
合
会

第
55
回
通
常
総
会
・
大
分
県
大
会
を
開
催

　
九
州
管
工
業
組
合
連
合
会

（
会
長
・
藤
成
德
氏
）
は
、

七
月
二
十
一
日
、
大
分
県
大

分
市
の
大
分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ

ー
ホ
テ
ル
に
て
第
五
十
五
回

通
常
総
会
・
大
分
県
大
会
を

全
設
研
第
53
回
静
岡
大
会
を
開
催

　
全
国
設
備
工
業
教
育
研
究

会
の
第
五
十
三
回
静
岡
大
会

が
七
月
二
十
七
日
か
ら
二
日

間
に
亘
り
、
静
岡
県
掛
川
市

科
高
校
校
長
）
は
、
全
国
の

公
立
工
業
高
校
の
う
ち
、
設

備
工
業
科
等
を
有
す
る
二
十

四
校
か
ら
な
る
団
体
で
、
本

大
会
は
、
高
等
学
校
に
お
け

る
設
備
工
業
教
育
に
関
す
る

研
究
協
議
を
通
じ
、
会
員
の

資
質
向
上
と
設
備
工
業
関
連

教
育
の
発
展
を
図
る
事
を
目

的
と
し
て
い
る
。大
会
で
は
、

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
静
岡

県
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合

会
理
事
長
・
全
管

連
の
伊
藤
哲
理
事

（
写
真
）
が
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
ま
た
、
文
部
科

学
省
担
当
官
に
よ

る
教
育
講
演
会
、

防
災
セ
ン
タ
ー
所

長
に
よ
る
防
災
講

演
会
、
教
員
研
究

発
表
、
研
究
討
議

が
行
わ
れ
た
。

祝
辞
を
述
べ
る

伊
藤
静
岡
県
連
理
事
長

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
総
会
・

大
会
及
び
関
連
行
事
は
、
全

て
の
行
事
を
滞
り
な
く
終
了

し
た
。

の
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
掛
川
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
同
研
究
会
（
会
長
・
植
田

篤
司
氏
、
大
阪
府
立
布
施
工

九
州
北
部
豪
雨
被
害
で
見
舞
金
贈
呈

開
催
し
、会
員
八
団
体
、

二
百
八
十
名
が
出
席
し

た
。

　
通
常
総
会
で
は
、
藤

会
長（
福
岡
県
連
会
長
）

の
挨
拶
に
続
き
、
顕
彰

状
の
贈
呈
、
組
合
永
年

勤
続
表
彰
の
後
、
大
分

県
管
工
事
協
同
組
合
連

合
会
の
小
野
泰
男
会
長

が
議
長
に
就
任
し
、
①

平
成
二
十
八
年
度
会
務
報
告

並
び
に
収
支
決
算
書
承
認
、

②
平
成
二
十
九
年
度
賦
課
金

並
び
に
賛
助
会
費
、
③
平
成

二
十
九
年
度
事
業
計
画
案
並

び
に
収
支
予
算
案
承
認
、
④

ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択
、
⑤
次
期

開
催
地
に
関
す
る
件
、
⑥
役

員
の
改
選
の
六
議
案
が
原
案

通
り
議
決
さ
れ
た
。

　
懇
親
会
は
、
広
瀬
勝
貞
大

分
県
知
事
、
佐
藤
樹
一
郎
大

分
市
長
、
勝
瑞
智
章
国
土
交

通
省
土
地
・
建
設
産
業
局
建

設
市
場
整
備
課
企
画
専
門

官
、井
上
伸
史
県
議
会
議
長
、

大
澤
規
郎
全
管
連
会
長
に
よ

る
祝
辞
の
後
、
大
澤
会
長
よ

り
、
藤
福
岡
県
連
会
長
と
小

野
大
分
県
連
会
長
へ
九
州
北

部
豪
雨
に
よ
る
被
害
へ
の
見

舞
金
を
贈
呈
し
た
（
写
真
）。

ま
た
次
期
開
催
地
が
宮
崎
県

と
発
表
さ
れ
、
長
倉
康
治
県

連
会
長
が
挨
拶
を
行
っ
た
。



６

◇
平
成
29
年
国
土
交
通
大
臣
表
彰
◇

　
8
氏
が
受
賞

　

建
設
事
業
関
係
功
労
者
及

び
優
良
団
体
を
表
彰
す
る
平

成
二
十
九
年
建
設
事
業
関
係

功
労
国
土
交
通
大
臣
表
彰
式

が
、
石
井
啓
一
大
臣
臨
席
の

下
、
七
月
十
日
に
東
京
都
千

代
田
区
の
国
土
交
通
省
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
、
二
百
十
八

名
と
三
団
体
が
栄
に
浴
し

た
。

　

多
年
管
工
事
業
に
精
励
す

―
建
設
事
業
関
係
功
労
・
本
会
関
係
―

る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
の

役
員
と
し
て
業
界
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

本
会
関
係
の
功
労
者
と
し
て

次
の
八
名
の
方
々
が
国
土
交

通
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ

た
。

○
功
労
者
（
順
不
同
）

小
向
俊
和
氏（
全
管
連
推
薦
）

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
、
和
歌
山
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
和
歌
山
市
管
工
事
業
協

同
組
合
理
事
長
、（
株
）
小

向
商
会
代
表
取
締
役
。

小
柳
潤
一
氏（
全
管
連
推
薦
）

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
、
新
潟
県
水
道

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
副

会
長
、
三
条
管
工
事
業
協
同

組
合
理
事
長
、
三
条
文
化
建

設
（
株
）
代
表
取
締
役
。

原
　
宣
幸
氏（
全
管
連
推
薦
）

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
、
神
奈
川
県
管

工
事
協
同
組
合
連
合
会
副
会

長
、
神
奈
川
県
管
工
事
業
協

同
組
合
理
事
長
、
原
設
備
工

業
（
株
）
代
表
取
締
役
。

松
原
文
司
氏

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

第３０期　役員一覧

原　宣幸氏 小柳潤一氏 小向俊和氏
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〈全管連ジャーナル〉2015.８

第２９期　役　員　一　覧
おお さわ　き　ろう

○　会　　長　　大　澤　規　郎
かす　や 　あき ひろ

まつ もと　じゅんじ

○　常務理事　　松　本　淳　司

○　理　　事

No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名
は な ま つ し ん い ち ま つ だ ひ で ゆ き こむかい としかず

1 北 海 道 北 海 道 花 松 真 一 31 東 京 東 京 都 松 田 英 行 67 和 歌 山 県 小 向 俊 和
こ さ か の り ゆ き さ と う あ き ら は ま も と れ い じ

2 〃 小 坂 典 行 32 〃 佐 藤 章 68 〃 濵 本 黎 二
た む ら の ぶ お み や ざ き ふ み お わ だ ま さ る

3 〃 田 村 伸 雄 33 〃 宮 崎 文 雄 69 兵 庫 県 和 田 勝
い し い し ょ う じ か く だ と し ろ う

34 〃 石 井 正 治 70 〃 角 田 壽 郎
きたむき こうきち こ ぼ り た く ぞ う も り お か よ し お

4 東 北 青 森 県 北 向 幸 吉 35 〃 小 堀 卓 三 71 〃 森 岡 義 雄
さ さ き ひ で き ふ く だ よ し つ ぐ

5 岩 手 県 佐 々 木 英 樹 36 〃 福 田 義 次
わ た な べ ひ ろ し ま つ も と ま さ み たかはし はじめ

6 宮 城 県 渡 辺 皓 37 〃 松 本 正 美 72 中 国 岡 山 県 髙 橋 肇
た か は し ま さ お み な み つ と む ふるかわ ゆきひこ

7 秋 田 県 高 橋 正 男 38 〃 南 勉 73 広 島 県 古 川 幸 彦
か の じ ゅ ん い ち な か ね よ う い ち

8 山 形 県 鹿 野 淳 一 74 〃 中 根 洋 一
し ら た ま さ と か と う だ い じ すいたに まさひろ

9 〃 白 田 眞 人 39 北 信 越 新 潟 県 加 藤 大 二 75 鳥 取 県 水 谷 正 弘
まつばら ぶ ん じ おやなぎじゅんいち お か だ と し あ き

10 福 島 県 松 原 文 司 40 〃 小 柳 潤 一 76 島 根 県 岡 田 俊 明
かねうち よしひさ た は ら か ず ひ ら

41 〃 金 内 義 久 77 山 口 県 田 原 和 平
い し だ け ん じ やまざき まさひろ

11 関 東 茨 城 県 石 田 賢 司 42 長 野 県 山 崎 正 寛
い け だ よ し お ふじかわ こうぞう な か が わ さ と る

12 〃 池 田 好 男 43 富 山 県 藤 川 幸 造 78 四 国 香 川 県 中 川 悟
く ろ さ わ と し お し ば た あ り ひ こ さ く ら い け ん ご

13 栃 木 県 黒 澤 敏 男 44 〃 柴 田 有 彦 79 愛 媛 県 櫻 井 健 吾
わ だ ひ と し かきもと よりゆき みやもとしょういち ろう

14 〃 和 田 均 45 石 川 県 柿 本 自 如 80 〃 宮 本 正 一 郎
お お は し た も つ かわもと ひさのり さ さ の よ し ひ で

15 〃 大 橋 保 46 〃 川 本 久 範 81 徳 島 県 篠 野 義 秀
き し ひ さ お と み た ゆ き お は ま だ せいいち

16 群 馬 県 岸 久 男 47 福 井 県 冨 田 行 雄 82 高 知 県 濱 田 誠 一
さ さ き た か し

17 埼 玉 県 佐 々 木 喬
お お く ま や す お ほ か り や す お と う し げ の り

18 〃 大 熊 泰 雄 48 中 部 愛 知 県 穂 刈 泰 男 83 九 州 福 岡 県 藤 成 德
お か だ あ き ら い だ と き ち よ ま つ お ひ ろ み つ

19 〃 岡 田 章 49 〃 井 田 時 千 代 84 〃 松 尾 浩 充
た な か つ と む や ま も と ま こ と な わ た き よ た か

20 〃 田 中 勉 50 〃 山 本 眞 85 〃 縄 田 清 髙
う す く ら す す む こ い け ま さ る は ら だ け い ぞ う

21 千 葉 県 臼 倉 進 51 〃 小 池 勝 86 佐 賀 県 原 田 恵 三
あ ら い み つ お か き み え い ぞ う い わ な が け ん の し ん

22 〃 新 井 光 雄 52 〃 垣 見 栄 三 87 長 崎 県 岩 永 堅之進
こ ぜ き ま さ ゆ き い と う さ と し く ど う み つ あ き

23 〃 小 関 正 幸 53 静 岡 県 伊 藤 哲 88 熊 本 県 工 藤 光 明
たかはし よういち か ん だ ま こ と お の や す お

24 〃 髙 橋 洋 一 54 〃 神 田 誠 89 大 分 県 小 野 泰 男
さ さ き や す た あらかわ しょういち な が の し と み

25 神 奈 川 県 佐 々 木 靖 太 55 岐 阜 県 荒 川 晶 一 90 宮 崎 県 永 野 蔀
は ら の ぶ ゆ き むらはし よしひろ あおきえいいちろう

26 〃 原 宣 幸 56 〃 村 橋 義 弘 91 鹿児島県 青 木 英 一 郎
お お さ か の ぶ お かわしま よしひろ な か だ い ち ろ う

27 〃 大 坂 延 男 57 〃 川 島 吉 博 92 沖 縄 県 仲 田 一 郎
い し だ た か し あ ら ほ り ひ ろ し

28 〃 石 田 隆 58 三 重 県 荒 堀 弘
わたなべ　うのすけ

29 〃 渡 邊 宇 之 助
や ま だ し ん た ろ う み つ だ ひ ろ し

30 山 梨 県 山 田 新 太 郎 59 近 畿 滋 賀 県 光 田 博 ○　監　　事
つ だ あ き ま さ

60 京 都 府 津 田 彰 眞 No. 都 道 府 県 氏 名
とよしま かずとし い し か わ た だ す

61 〃 豊 嶋 一 俊 1 東 京 都 石 川 糺
ふ じ お か あ き お あ ら い よ し あ き

62 大 阪 府 藤 岡 昭 雄 2 埼 玉 県 新 井 良 昭
ま え だ た か つ ぐ ひ ろ せ ふ み お

63 〃 前 田 隆 司 3 神 奈 川 県 広 瀬 文 男
ま つ も と よ し お さ と う ひ さ し

64 〃 松 本 義 男 4 愛 知 県 佐 藤 久
つ む ら け ん じ た け な か ゆ た か

65 〃 津 村 憲 志 5 大 阪 府 竹 中 豊
み ず の ひ ろ み ふ く だ え つ お

66 奈 良 県 水 野 博 巳 6 員 外 福 田 悦 雄

○　専務理事　　粕　谷　明　博

第29期　役員一覧
平成25年6月19日現在

第２８期　役　員　一　覧
　おお さわ　き　 ろう

○　会　　長　　大　澤　規　郎
　まつ もと　じゅんじ

○　常務理事　　松　本　淳　司

○　理　　事

ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名
は な ま つ し ん い ち ま つ だ ひ で ゆ き こむかい としかず

北 海 道 北 海 道 花 松 真 一 東 京 東 京 都 松 田 英 行 和 歌 山 県 小 向 俊 和
こ さ か の り ゆ き い わ の た か い ち は ま も と れ い じ

〃 小 坂 典 行 〃 岩 野 隆 一 〃 濵 本 黎 二
み か た の ぶ や さ と う あ き ら わ だ ま さ る

〃 三 方 信 也 〃 佐 藤 章 兵 庫 県 和 田 勝
ほ り ぐ ち つ と む か く だ と し ろ う

〃 堀 口 務 〃 角 田 壽 郎
きたむき こうきち ま つ も と ま さ み た か ぎ て い じ

東 北 青 森 県 北 向 幸 吉 〃 松 本 正 美 〃 高 木 貞 治
さ さ き ひ で き み な み つ と む

岩 手 県 佐 々 木 英 樹 〃 南 勉
わ た な べ ひ ろ し み や ざ き ふ み お たかはし はじめ

宮 城 県 渡 辺 皓 〃 宮 崎 文 雄 中 国 岡 山 県 髙 橋 肇
た か は し ま さ お も り つ と む ふるかわ ゆきひこ

秋 田 県 高 橋 正 男 〃 森 務 広 島 県 古 川 幸 彦
か の じ ゅ ん い ち な か ね よ う い ち

山 形 県 鹿 野 淳 一 〃 中 根 洋 一
し ら た ま さ と か と う だ い じ ま つ た に の ぶ お

〃 白 田 眞 人 北 信 越 新 潟 県 加 藤 大 二 鳥 取 県 松 谷 信 男
まつばら ぶ ん じ む ろ は し か ず し お か だ と し あ き

福 島 県 松 原 文 司 〃 室 橋 一 司 島 根 県 岡 田 俊 明
おやなぎじゅんいち に し じ ま ひ ろ お

〃 小 柳 潤 一 山 口 県 西 嶋 博 夫
よ こ す か た け し やまざき まさひろ

関 東 茨 城 県 横 須 賀 武 士 長 野 県 山 崎 正 寛
あ べ よ し て る ふじかわ こうぞう な か が わ さ と る

〃 阿 部 義 輝 富 山 県 藤 川 幸 造 四 国 香 川 県 中 川 悟
く ろ さ わ と し お や ま だ ま さ ひ ろ と も ち か や す し

栃 木 県 黒 澤 敏 男 〃 山 田 正 博 愛 媛 県 友 近 安
わ だ ひ と し かきもと よりゆき て ん ま ゆ う じ

〃 和 田 均 石 川 県 柿 本 自 如 徳 島 県 天 満 祐 司
お お は し た も つ ゆ だ き く お は ま だ せいいち

〃 大 橋 保 〃 湯 田 喜 久 男 高 知 県 濱 田 誠 一
き し ひ さ お と み た ゆ き お

群 馬 県 岸 久 男 福 井 県 冨 田 行 雄
さ さ き た か し

埼 玉 県 佐 々 木 喬
お お く ま や す お か が み ひ で お と う し げ の り

〃 大 熊 泰 雄 中 部 愛 知 県 鏡 味 栄 男 九 州 福 岡 県 藤 成 德
お か だ あ き ら な か ね け ん じ ま つ お ひ ろ み つ

〃 岡 田 章 〃 中 根 鍵 治 〃 松 尾 浩 充
た な か つ と む い だ と き ち よ な わ た き よ た か

〃 田 中 勉 〃 井 田 時 千 代 〃 縄 田 清 髙
う す く ら す す む ほ そ だ ま さ ひ と は ら だ け い ぞ う

千 葉 県 臼 倉 進 〃 細 田 雅 仁 佐 賀 県 原 田 恵 三
あ ら い み つ お か き み え い ぞ う い わ な が け ん の し ん

〃 新 井 光 雄 〃 垣 見 栄 三 長 崎 県 岩 永 堅之進
か と う よ う ぞ う い と う さ と し つかもと よりみつ

〃 加 藤 洋 三 静 岡 県 伊 藤 哲 熊 本 県 塚 本 頼 光
こ ぜ き ま さ ゆ き み や ぎ い さ む お の や す お

〃 小 関 正 幸 〃 宮 城 勇 大 分 県 小 野 泰 男
さ さ き や す た あらかわ しょういち あおもり てるゆき

神 奈 川 県 佐 々 木 靖 太 岐 阜 県 荒 川 晶 一 宮 崎 県 蒼 森 照 之
は ら の ぶ ゆ き むらはし よしひろ あおきえいいちろう

〃 原 宣 幸 〃 村 橋 義 弘 鹿児島県 青 木 英 一 郎
お お さ か の ぶ お かわしま よしひろ お く は ま ひ ろ し

〃 大 坂 延 男 〃 川 島 吉 博 沖 縄 県 奥 浜 宏
か ね こ し げ お あ ら ほ り ひ ろ し

〃 金 子 繁 夫 三 重 県 荒 堀 弘
わたなべ　うのすけ

〃 渡 邊 宇 之 助
や ま だ し ん た ろ う み つ だ ひ ろ し

山 梨 県 山 田 新 太 郎 近 畿 滋 賀 県 光 田 博 ○　監　　事
かとう えいじろう

京 都 府 加 藤 栄 次 郎 都 道 府 県 氏 名
つ だ あ き ま さ い し か わ た だ す

〃 津 田 彰 眞 東 京 都 石 川 糺
ふ じ お か あ き お あ ら い よ し あ き

大 阪 府 藤 岡 昭 雄 埼 玉 県 新 井 良 昭
ま え だ た か つ ぐ ひ ろ せ ふ み お

〃 前 田 隆 司 神 奈 川 県 廣 瀬 文 男
ま つ も と よ し お さ と う ひ さ し

〃 松 本 義 男 愛 知 県 佐 藤 久
み ず の ひ ろ み た け な か ゆ た か

奈 良 県 水 野 博 巳 大 阪 府 竹 中 豊
ふ く だ え つ お

員 外 福 田 悦 雄
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第２９期　役　員　一　覧
おお さわ　き　ろう

○　会　　長　　大　澤　規　郎
かす　や 　あき ひろ

まつ もと　じゅんじ

○　常務理事　　松　本　淳　司

○　理　　事

No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名
は な ま つ し ん い ち ま つ だ ひ で ゆ き こむかい としかず

1 北 海 道 北 海 道 花 松 真 一 31 東 京 東 京 都 松 田 英 行 67 和 歌 山 県 小 向 俊 和
こ さ か の り ゆ き さ と う あ き ら は ま も と れ い じ

2 〃 小 坂 典 行 32 〃 佐 藤 章 68 〃 濵 本 黎 二
た む ら の ぶ お み や ざ き ふ み お わ だ ま さ る

3 〃 田 村 伸 雄 33 〃 宮 崎 文 雄 69 兵 庫 県 和 田 勝
い し い し ょ う じ か く だ と し ろ う

34 〃 石 井 正 治 70 〃 角 田 壽 郎
きたむき こうきち こ ぼ り た く ぞ う も り お か よ し お

4 東 北 青 森 県 北 向 幸 吉 35 〃 小 堀 卓 三 71 〃 森 岡 義 雄
さ さ き ひ で き ふ く だ よ し つ ぐ

5 岩 手 県 佐 々 木 英 樹 36 〃 福 田 義 次
わ た な べ ひ ろ し ま つ も と ま さ み たかはし はじめ

6 宮 城 県 渡 辺 皓 37 〃 松 本 正 美 72 中 国 岡 山 県 髙 橋 肇
た か は し ま さ お み な み つ と む ふるかわ ゆきひこ

7 秋 田 県 高 橋 正 男 38 〃 南 勉 73 広 島 県 古 川 幸 彦
か の じ ゅ ん い ち な か ね よ う い ち

8 山 形 県 鹿 野 淳 一 74 〃 中 根 洋 一
し ら た ま さ と か と う だ い じ すいたに まさひろ

9 〃 白 田 眞 人 39 北 信 越 新 潟 県 加 藤 大 二 75 鳥 取 県 水 谷 正 弘
まつばら ぶ ん じ おやなぎじゅんいち お か だ と し あ き

10 福 島 県 松 原 文 司 40 〃 小 柳 潤 一 76 島 根 県 岡 田 俊 明
かねうち よしひさ た は ら か ず ひ ら

41 〃 金 内 義 久 77 山 口 県 田 原 和 平
い し だ け ん じ やまざき まさひろ

11 関 東 茨 城 県 石 田 賢 司 42 長 野 県 山 崎 正 寛
い け だ よ し お ふじかわ こうぞう な か が わ さ と る

12 〃 池 田 好 男 43 富 山 県 藤 川 幸 造 78 四 国 香 川 県 中 川 悟
く ろ さ わ と し お し ば た あ り ひ こ さ く ら い け ん ご

13 栃 木 県 黒 澤 敏 男 44 〃 柴 田 有 彦 79 愛 媛 県 櫻 井 健 吾
わ だ ひ と し かきもと よりゆき みやもとしょういち ろう

14 〃 和 田 均 45 石 川 県 柿 本 自 如 80 〃 宮 本 正 一 郎
お お は し た も つ かわもと ひさのり さ さ の よ し ひ で

15 〃 大 橋 保 46 〃 川 本 久 範 81 徳 島 県 篠 野 義 秀
き し ひ さ お と み た ゆ き お は ま だ せいいち

16 群 馬 県 岸 久 男 47 福 井 県 冨 田 行 雄 82 高 知 県 濱 田 誠 一
さ さ き た か し

17 埼 玉 県 佐 々 木 喬
お お く ま や す お ほ か り や す お と う し げ の り

18 〃 大 熊 泰 雄 48 中 部 愛 知 県 穂 刈 泰 男 83 九 州 福 岡 県 藤 成 德
お か だ あ き ら い だ と き ち よ ま つ お ひ ろ み つ

19 〃 岡 田 章 49 〃 井 田 時 千 代 84 〃 松 尾 浩 充
た な か つ と む や ま も と ま こ と な わ た き よ た か

20 〃 田 中 勉 50 〃 山 本 眞 85 〃 縄 田 清 髙
う す く ら す す む こ い け ま さ る は ら だ け い ぞ う

21 千 葉 県 臼 倉 進 51 〃 小 池 勝 86 佐 賀 県 原 田 恵 三
あ ら い み つ お か き み え い ぞ う い わ な が け ん の し ん

22 〃 新 井 光 雄 52 〃 垣 見 栄 三 87 長 崎 県 岩 永 堅之進
こ ぜ き ま さ ゆ き い と う さ と し く ど う み つ あ き

23 〃 小 関 正 幸 53 静 岡 県 伊 藤 哲 88 熊 本 県 工 藤 光 明
たかはし よういち か ん だ ま こ と お の や す お

24 〃 髙 橋 洋 一 54 〃 神 田 誠 89 大 分 県 小 野 泰 男
さ さ き や す た あらかわ しょういち な が の し と み

25 神 奈 川 県 佐 々 木 靖 太 55 岐 阜 県 荒 川 晶 一 90 宮 崎 県 永 野 蔀
は ら の ぶ ゆ き むらはし よしひろ あおきえいいちろう

26 〃 原 宣 幸 56 〃 村 橋 義 弘 91 鹿児島県 青 木 英 一 郎
お お さ か の ぶ お かわしま よしひろ な か だ い ち ろ う

27 〃 大 坂 延 男 57 〃 川 島 吉 博 92 沖 縄 県 仲 田 一 郎
い し だ た か し あ ら ほ り ひ ろ し

28 〃 石 田 隆 58 三 重 県 荒 堀 弘
わたなべ　うのすけ

29 〃 渡 邊 宇 之 助
や ま だ し ん た ろ う み つ だ ひ ろ し

30 山 梨 県 山 田 新 太 郎 59 近 畿 滋 賀 県 光 田 博 ○　監　　事
つ だ あ き ま さ

60 京 都 府 津 田 彰 眞 No. 都 道 府 県 氏 名
とよしま かずとし い し か わ た だ す

61 〃 豊 嶋 一 俊 1 東 京 都 石 川 糺
ふ じ お か あ き お あ ら い よ し あ き

62 大 阪 府 藤 岡 昭 雄 2 埼 玉 県 新 井 良 昭
ま え だ た か つ ぐ ひ ろ せ ふ み お

63 〃 前 田 隆 司 3 神 奈 川 県 広 瀬 文 男
ま つ も と よ し お さ と う ひ さ し

64 〃 松 本 義 男 4 愛 知 県 佐 藤 久
つ む ら け ん じ た け な か ゆ た か

65 〃 津 村 憲 志 5 大 阪 府 竹 中 豊
み ず の ひ ろ み ふ く だ え つ お

66 奈 良 県 水 野 博 巳 6 員 外 福 田 悦 雄

○　専務理事　　粕　谷　明　博

第29期　役員一覧
平成25年6月19日現在

第２８期　役　員　一　覧
　おお さわ　き　 ろう

○　会　　長　　大　澤　規　郎
　まつ もと　じゅんじ

○　常務理事　　松　本　淳　司

○　理　　事

ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名
は な ま つ し ん い ち ま つ だ ひ で ゆ き こむかい としかず

北 海 道 北 海 道 花 松 真 一 東 京 東 京 都 松 田 英 行 和 歌 山 県 小 向 俊 和
こ さ か の り ゆ き い わ の た か い ち は ま も と れ い じ

〃 小 坂 典 行 〃 岩 野 隆 一 〃 濵 本 黎 二
み か た の ぶ や さ と う あ き ら わ だ ま さ る

〃 三 方 信 也 〃 佐 藤 章 兵 庫 県 和 田 勝
ほ り ぐ ち つ と む か く だ と し ろ う

〃 堀 口 務 〃 角 田 壽 郎
きたむき こうきち ま つ も と ま さ み た か ぎ て い じ

東 北 青 森 県 北 向 幸 吉 〃 松 本 正 美 〃 高 木 貞 治
さ さ き ひ で き み な み つ と む

岩 手 県 佐 々 木 英 樹 〃 南 勉
わ た な べ ひ ろ し み や ざ き ふ み お たかはし はじめ

宮 城 県 渡 辺 皓 〃 宮 崎 文 雄 中 国 岡 山 県 髙 橋 肇
た か は し ま さ お も り つ と む ふるかわ ゆきひこ

秋 田 県 高 橋 正 男 〃 森 務 広 島 県 古 川 幸 彦
か の じ ゅ ん い ち な か ね よ う い ち

山 形 県 鹿 野 淳 一 〃 中 根 洋 一
し ら た ま さ と か と う だ い じ ま つ た に の ぶ お

〃 白 田 眞 人 北 信 越 新 潟 県 加 藤 大 二 鳥 取 県 松 谷 信 男
まつばら ぶ ん じ む ろ は し か ず し お か だ と し あ き

福 島 県 松 原 文 司 〃 室 橋 一 司 島 根 県 岡 田 俊 明
おやなぎじゅんいち に し じ ま ひ ろ お

〃 小 柳 潤 一 山 口 県 西 嶋 博 夫
よ こ す か た け し やまざき まさひろ

関 東 茨 城 県 横 須 賀 武 士 長 野 県 山 崎 正 寛
あ べ よ し て る ふじかわ こうぞう な か が わ さ と る

〃 阿 部 義 輝 富 山 県 藤 川 幸 造 四 国 香 川 県 中 川 悟
く ろ さ わ と し お や ま だ ま さ ひ ろ と も ち か や す し

栃 木 県 黒 澤 敏 男 〃 山 田 正 博 愛 媛 県 友 近 安
わ だ ひ と し かきもと よりゆき て ん ま ゆ う じ

〃 和 田 均 石 川 県 柿 本 自 如 徳 島 県 天 満 祐 司
お お は し た も つ ゆ だ き く お は ま だ せいいち

〃 大 橋 保 〃 湯 田 喜 久 男 高 知 県 濱 田 誠 一
き し ひ さ お と み た ゆ き お

群 馬 県 岸 久 男 福 井 県 冨 田 行 雄
さ さ き た か し

埼 玉 県 佐 々 木 喬
お お く ま や す お か が み ひ で お と う し げ の り

〃 大 熊 泰 雄 中 部 愛 知 県 鏡 味 栄 男 九 州 福 岡 県 藤 成 德
お か だ あ き ら な か ね け ん じ ま つ お ひ ろ み つ

〃 岡 田 章 〃 中 根 鍵 治 〃 松 尾 浩 充
た な か つ と む い だ と き ち よ な わ た き よ た か

〃 田 中 勉 〃 井 田 時 千 代 〃 縄 田 清 髙
う す く ら す す む ほ そ だ ま さ ひ と は ら だ け い ぞ う

千 葉 県 臼 倉 進 〃 細 田 雅 仁 佐 賀 県 原 田 恵 三
あ ら い み つ お か き み え い ぞ う い わ な が け ん の し ん

〃 新 井 光 雄 〃 垣 見 栄 三 長 崎 県 岩 永 堅之進
か と う よ う ぞ う い と う さ と し つかもと よりみつ

〃 加 藤 洋 三 静 岡 県 伊 藤 哲 熊 本 県 塚 本 頼 光
こ ぜ き ま さ ゆ き み や ぎ い さ む お の や す お

〃 小 関 正 幸 〃 宮 城 勇 大 分 県 小 野 泰 男
さ さ き や す た あらかわ しょういち あおもり てるゆき

神 奈 川 県 佐 々 木 靖 太 岐 阜 県 荒 川 晶 一 宮 崎 県 蒼 森 照 之
は ら の ぶ ゆ き むらはし よしひろ あおきえいいちろう

〃 原 宣 幸 〃 村 橋 義 弘 鹿児島県 青 木 英 一 郎
お お さ か の ぶ お かわしま よしひろ お く は ま ひ ろ し

〃 大 坂 延 男 〃 川 島 吉 博 沖 縄 県 奥 浜 宏
か ね こ し げ お あ ら ほ り ひ ろ し

〃 金 子 繁 夫 三 重 県 荒 堀 弘
わたなべ　うのすけ

〃 渡 邊 宇 之 助
や ま だ し ん た ろ う み つ だ ひ ろ し

山 梨 県 山 田 新 太 郎 近 畿 滋 賀 県 光 田 博 ○　監　　事
かとう えいじろう

京 都 府 加 藤 栄 次 郎 都 道 府 県 氏 名
つ だ あ き ま さ い し か わ た だ す

〃 津 田 彰 眞 東 京 都 石 川 糺
ふ じ お か あ き お あ ら い よ し あ き

大 阪 府 藤 岡 昭 雄 埼 玉 県 新 井 良 昭
ま え だ た か つ ぐ ひ ろ せ ふ み お

〃 前 田 隆 司 神 奈 川 県 廣 瀬 文 男
ま つ も と よ し お さ と う ひ さ し

〃 松 本 義 男 愛 知 県 佐 藤 久
み ず の ひ ろ み た け な か ゆ た か

奈 良 県 水 野 博 巳 大 阪 府 竹 中 豊
ふ く だ え つ お

員 外 福 田 悦 雄
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第２９期　役　員　一　覧
おお さわ　き　ろう

○　会　　長　　大　澤　規　郎
かす　や 　あき ひろ

まつ もと　じゅんじ

○　常務理事　　松　本　淳　司

○　理　　事

No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 No. ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名
は な ま つ し ん い ち ま つ だ ひ で ゆ き こむかい としかず

1 北 海 道 北 海 道 花 松 真 一 31 東 京 東 京 都 松 田 英 行 67 和 歌 山 県 小 向 俊 和
こ さ か の り ゆ き さ と う あ き ら は ま も と れ い じ

2 〃 小 坂 典 行 32 〃 佐 藤 章 68 〃 濵 本 黎 二
た む ら の ぶ お み や ざ き ふ み お わ だ ま さ る

3 〃 田 村 伸 雄 33 〃 宮 崎 文 雄 69 兵 庫 県 和 田 勝
い し い し ょ う じ か く だ と し ろ う

34 〃 石 井 正 治 70 〃 角 田 壽 郎
きたむき こうきち こ ぼ り た く ぞ う も り お か よ し お

4 東 北 青 森 県 北 向 幸 吉 35 〃 小 堀 卓 三 71 〃 森 岡 義 雄
さ さ き ひ で き ふ く だ よ し つ ぐ

5 岩 手 県 佐 々 木 英 樹 36 〃 福 田 義 次
わ た な べ ひ ろ し ま つ も と ま さ み たかはし はじめ

6 宮 城 県 渡 辺 皓 37 〃 松 本 正 美 72 中 国 岡 山 県 髙 橋 肇
た か は し ま さ お み な み つ と む ふるかわ ゆきひこ

7 秋 田 県 高 橋 正 男 38 〃 南 勉 73 広 島 県 古 川 幸 彦
か の じ ゅ ん い ち な か ね よ う い ち

8 山 形 県 鹿 野 淳 一 74 〃 中 根 洋 一
し ら た ま さ と か と う だ い じ すいたに まさひろ

9 〃 白 田 眞 人 39 北 信 越 新 潟 県 加 藤 大 二 75 鳥 取 県 水 谷 正 弘
まつばら ぶ ん じ おやなぎじゅんいち お か だ と し あ き

10 福 島 県 松 原 文 司 40 〃 小 柳 潤 一 76 島 根 県 岡 田 俊 明
かねうち よしひさ た は ら か ず ひ ら

41 〃 金 内 義 久 77 山 口 県 田 原 和 平
い し だ け ん じ やまざき まさひろ

11 関 東 茨 城 県 石 田 賢 司 42 長 野 県 山 崎 正 寛
い け だ よ し お ふじかわ こうぞう な か が わ さ と る

12 〃 池 田 好 男 43 富 山 県 藤 川 幸 造 78 四 国 香 川 県 中 川 悟
く ろ さ わ と し お し ば た あ り ひ こ さ く ら い け ん ご

13 栃 木 県 黒 澤 敏 男 44 〃 柴 田 有 彦 79 愛 媛 県 櫻 井 健 吾
わ だ ひ と し かきもと よりゆき みやもとしょういち ろう

14 〃 和 田 均 45 石 川 県 柿 本 自 如 80 〃 宮 本 正 一 郎
お お は し た も つ かわもと ひさのり さ さ の よ し ひ で

15 〃 大 橋 保 46 〃 川 本 久 範 81 徳 島 県 篠 野 義 秀
き し ひ さ お と み た ゆ き お は ま だ せいいち

16 群 馬 県 岸 久 男 47 福 井 県 冨 田 行 雄 82 高 知 県 濱 田 誠 一
さ さ き た か し

17 埼 玉 県 佐 々 木 喬
お お く ま や す お ほ か り や す お と う し げ の り

18 〃 大 熊 泰 雄 48 中 部 愛 知 県 穂 刈 泰 男 83 九 州 福 岡 県 藤 成 德
お か だ あ き ら い だ と き ち よ ま つ お ひ ろ み つ

19 〃 岡 田 章 49 〃 井 田 時 千 代 84 〃 松 尾 浩 充
た な か つ と む や ま も と ま こ と な わ た き よ た か

20 〃 田 中 勉 50 〃 山 本 眞 85 〃 縄 田 清 髙
う す く ら す す む こ い け ま さ る は ら だ け い ぞ う

21 千 葉 県 臼 倉 進 51 〃 小 池 勝 86 佐 賀 県 原 田 恵 三
あ ら い み つ お か き み え い ぞ う い わ な が け ん の し ん

22 〃 新 井 光 雄 52 〃 垣 見 栄 三 87 長 崎 県 岩 永 堅之進
こ ぜ き ま さ ゆ き い と う さ と し く ど う み つ あ き

23 〃 小 関 正 幸 53 静 岡 県 伊 藤 哲 88 熊 本 県 工 藤 光 明
たかはし よういち か ん だ ま こ と お の や す お

24 〃 髙 橋 洋 一 54 〃 神 田 誠 89 大 分 県 小 野 泰 男
さ さ き や す た あらかわ しょういち な が の し と み

25 神 奈 川 県 佐 々 木 靖 太 55 岐 阜 県 荒 川 晶 一 90 宮 崎 県 永 野 蔀
は ら の ぶ ゆ き むらはし よしひろ あおきえいいちろう

26 〃 原 宣 幸 56 〃 村 橋 義 弘 91 鹿児島県 青 木 英 一 郎
お お さ か の ぶ お かわしま よしひろ な か だ い ち ろ う

27 〃 大 坂 延 男 57 〃 川 島 吉 博 92 沖 縄 県 仲 田 一 郎
い し だ た か し あ ら ほ り ひ ろ し

28 〃 石 田 隆 58 三 重 県 荒 堀 弘
わたなべ　うのすけ

29 〃 渡 邊 宇 之 助
や ま だ し ん た ろ う み つ だ ひ ろ し

30 山 梨 県 山 田 新 太 郎 59 近 畿 滋 賀 県 光 田 博 ○　監　　事
つ だ あ き ま さ

60 京 都 府 津 田 彰 眞 No. 都 道 府 県 氏 名
とよしま かずとし い し か わ た だ す

61 〃 豊 嶋 一 俊 1 東 京 都 石 川 糺
ふ じ お か あ き お あ ら い よ し あ き

62 大 阪 府 藤 岡 昭 雄 2 埼 玉 県 新 井 良 昭
ま え だ た か つ ぐ ひ ろ せ ふ み お

63 〃 前 田 隆 司 3 神 奈 川 県 広 瀬 文 男
ま つ も と よ し お さ と う ひ さ し

64 〃 松 本 義 男 4 愛 知 県 佐 藤 久
つ む ら け ん じ た け な か ゆ た か

65 〃 津 村 憲 志 5 大 阪 府 竹 中 豊
み ず の ひ ろ み ふ く だ え つ お

66 奈 良 県 水 野 博 巳 6 員 外 福 田 悦 雄

○　専務理事　　粕　谷　明　博

第29期　役員一覧
平成25年6月19日現在

第２８期　役　員　一　覧
　おお さわ　き　 ろう

○　会　　長　　大　澤　規　郎
　まつ もと　じゅんじ

○　常務理事　　松　本　淳　司

○　理　　事

ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名 ﾌ ﾞ ﾛ ｯ ｸ 都道府県 氏 名
は な ま つ し ん い ち ま つ だ ひ で ゆ き こむかい としかず

北 海 道 北 海 道 花 松 真 一 東 京 東 京 都 松 田 英 行 和 歌 山 県 小 向 俊 和
こ さ か の り ゆ き い わ の た か い ち は ま も と れ い じ

〃 小 坂 典 行 〃 岩 野 隆 一 〃 濵 本 黎 二
み か た の ぶ や さ と う あ き ら わ だ ま さ る

〃 三 方 信 也 〃 佐 藤 章 兵 庫 県 和 田 勝
ほ り ぐ ち つ と む か く だ と し ろ う

〃 堀 口 務 〃 角 田 壽 郎
きたむき こうきち ま つ も と ま さ み た か ぎ て い じ

東 北 青 森 県 北 向 幸 吉 〃 松 本 正 美 〃 高 木 貞 治
さ さ き ひ で き み な み つ と む

岩 手 県 佐 々 木 英 樹 〃 南 勉
わ た な べ ひ ろ し み や ざ き ふ み お たかはし はじめ

宮 城 県 渡 辺 皓 〃 宮 崎 文 雄 中 国 岡 山 県 髙 橋 肇
た か は し ま さ お も り つ と む ふるかわ ゆきひこ

秋 田 県 高 橋 正 男 〃 森 務 広 島 県 古 川 幸 彦
か の じ ゅ ん い ち な か ね よ う い ち

山 形 県 鹿 野 淳 一 〃 中 根 洋 一
し ら た ま さ と か と う だ い じ ま つ た に の ぶ お

〃 白 田 眞 人 北 信 越 新 潟 県 加 藤 大 二 鳥 取 県 松 谷 信 男
まつばら ぶ ん じ む ろ は し か ず し お か だ と し あ き

福 島 県 松 原 文 司 〃 室 橋 一 司 島 根 県 岡 田 俊 明
おやなぎじゅんいち に し じ ま ひ ろ お

〃 小 柳 潤 一 山 口 県 西 嶋 博 夫
よ こ す か た け し やまざき まさひろ

関 東 茨 城 県 横 須 賀 武 士 長 野 県 山 崎 正 寛
あ べ よ し て る ふじかわ こうぞう な か が わ さ と る

〃 阿 部 義 輝 富 山 県 藤 川 幸 造 四 国 香 川 県 中 川 悟
く ろ さ わ と し お や ま だ ま さ ひ ろ と も ち か や す し

栃 木 県 黒 澤 敏 男 〃 山 田 正 博 愛 媛 県 友 近 安
わ だ ひ と し かきもと よりゆき て ん ま ゆ う じ

〃 和 田 均 石 川 県 柿 本 自 如 徳 島 県 天 満 祐 司
お お は し た も つ ゆ だ き く お は ま だ せいいち

〃 大 橋 保 〃 湯 田 喜 久 男 高 知 県 濱 田 誠 一
き し ひ さ お と み た ゆ き お

群 馬 県 岸 久 男 福 井 県 冨 田 行 雄
さ さ き た か し

埼 玉 県 佐 々 木 喬
お お く ま や す お か が み ひ で お と う し げ の り

〃 大 熊 泰 雄 中 部 愛 知 県 鏡 味 栄 男 九 州 福 岡 県 藤 成 德
お か だ あ き ら な か ね け ん じ ま つ お ひ ろ み つ

〃 岡 田 章 〃 中 根 鍵 治 〃 松 尾 浩 充
た な か つ と む い だ と き ち よ な わ た き よ た か

〃 田 中 勉 〃 井 田 時 千 代 〃 縄 田 清 髙
う す く ら す す む ほ そ だ ま さ ひ と は ら だ け い ぞ う

千 葉 県 臼 倉 進 〃 細 田 雅 仁 佐 賀 県 原 田 恵 三
あ ら い み つ お か き み え い ぞ う い わ な が け ん の し ん

〃 新 井 光 雄 〃 垣 見 栄 三 長 崎 県 岩 永 堅之進
か と う よ う ぞ う い と う さ と し つかもと よりみつ

〃 加 藤 洋 三 静 岡 県 伊 藤 哲 熊 本 県 塚 本 頼 光
こ ぜ き ま さ ゆ き み や ぎ い さ む お の や す お

〃 小 関 正 幸 〃 宮 城 勇 大 分 県 小 野 泰 男
さ さ き や す た あらかわ しょういち あおもり てるゆき

神 奈 川 県 佐 々 木 靖 太 岐 阜 県 荒 川 晶 一 宮 崎 県 蒼 森 照 之
は ら の ぶ ゆ き むらはし よしひろ あおきえいいちろう

〃 原 宣 幸 〃 村 橋 義 弘 鹿児島県 青 木 英 一 郎
お お さ か の ぶ お かわしま よしひろ お く は ま ひ ろ し

〃 大 坂 延 男 〃 川 島 吉 博 沖 縄 県 奥 浜 宏
か ね こ し げ お あ ら ほ り ひ ろ し

〃 金 子 繁 夫 三 重 県 荒 堀 弘
わたなべ　うのすけ

〃 渡 邊 宇 之 助
や ま だ し ん た ろ う み つ だ ひ ろ し

山 梨 県 山 田 新 太 郎 近 畿 滋 賀 県 光 田 博 ○　監　　事
かとう えいじろう

京 都 府 加 藤 栄 次 郎 都 道 府 県 氏 名
つ だ あ き ま さ い し か わ た だ す

〃 津 田 彰 眞 東 京 都 石 川 糺
ふ じ お か あ き お あ ら い よ し あ き

大 阪 府 藤 岡 昭 雄 埼 玉 県 新 井 良 昭
ま え だ た か つ ぐ ひ ろ せ ふ み お

〃 前 田 隆 司 神 奈 川 県 廣 瀬 文 男
ま つ も と よ し お さ と う ひ さ し

〃 松 本 義 男 愛 知 県 佐 藤 久
み ず の ひ ろ み た け な か ゆ た か

奈 良 県 水 野 博 巳 大 阪 府 竹 中 豊
ふ く だ え つ お

員 外 福 田 悦 雄

　

国
土
交
通
省
は
、
昨
年
十

月
よ
り
建
設
業
関
連
制
度
の

基
本
的
な
枠
組
み
等
に
つ
い

て
検
討
を
行
っ
て
き
た
有
識

者
会
議
「
建
設
産
業
政
策
会

議
（
座
長
・
石
原
邦
夫
東
京

海
上
日
動
火
災
保
険
相
談

連
合
会
理
事
、
福
島
県
管
工

事
協
同
組
合
連
合
会
会
長
、

い
わ
き
管
工
事
協
同
組
合
常

任
相
談
役
、（
株
）
大
松
興

産
代
表
取
締
役
。

石
田
賢
司
氏

　

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
理
事
、
茨
城
県
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
水
戸
市
管
工
事
業
協
同

組
合
理
事
長
、（
株
）
喜
本

管
工
代
表
取
締
役
。

星
　
　
進
氏

　

宮
城
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
副
会
長
、
石
巻
広

域
管
工
事
業
協
同
組
合
理
事

長
、（
株
）
ミ
ヤ
ケ
ン
代
表

取
締
役
社
長
。

山
口
潤
一
氏　
　

　

兵
庫
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
理
事
、
播
磨
町
上

下
水
道
工
事
業
協
同
組
合
理

事
長
、
播
磨
設
備
（
株
）
代

表
取
締
役
社
長
。

寺
内
　
実
氏

　

元
栃
木
県
管
工
事
業
協
同

組
合
連
合
会
理
事
、
元
鹿
沼

市
管
工
事
業
協
同
組
合
理
事

長
、（
株
）
日
吉
空
調
代
表

取
締
役
。

役
）
」
に
お
い
て
、
報
告
書

「
建
設
産
業
政
策
２
０
１
７

＋
１
０
〜
若
い
人
た
ち
に
明

日
の
建
設
産
業
を
語
ろ
う

〜
」
を
と
り
ま
と
め
、
七
月

四
日
に
石
井
啓
一
大
臣
に
提

出
し
た
。
詳
細
は
、
同
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.m
lit.g

o
.jp
/

r
e
p
o
r
t
/
p
r
e
s
s
/

to
tik
e
n
sa
n
g
y
o
1
3
_

hh_000515.htm
l

）
を
ご

参
照
下
さ
い
。

　

同
報
告
書
に
は
、
建
設
産

業
が
目
指
す
べ
き
方
向
と
制

度
イ
ン
フ
ラ
を
中
心
と
し
た

今
後
の
産
業
政
策
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
。
十
年
後
を
見

据
え
た
政
策
提
言
で
、
個
々

の
企
業
の
一
層
の
取
り
組
み

に
加
え
、
業
界
全
体
や
発
注

◇
建
設
産
業
政
策
会
議
◇

報
告
書
『
建
設
産
業
政
策

２
０
１
７
＋
１
０
』
を
公
表

―
若
い
人
た
ち
に
明
日
の
建
設
産
業
を
語
ろ
う
― 国交省

者
、
設
計
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
主
体
と
の
連
携
で
施
策
を

進
め
る
こ
と
の
重
要
性
や
、

そ
の
た
め
に
必
要
な
制
度
イ

ン
フ
ラ
に
つ
い
て
踏
み
込
ん

だ
提
言
と
な
っ
て
い
る
。

◇
第
３
３
０
回
理
事
会
◇

　

本
会
の
第
三
百
三
十
回
理

事
会
は
七
月
十
二
日
、
第

五
十
七
回
通
常
総
会
終
了
後

に
岩
手
県
花
巻
市
の
ホ
テ
ル

紅
葉
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
会
長
に
大
澤
規
郎
氏
を

再
選
、
専
務
理
事
に
粕
谷
明

博
氏
、
常
務
理
事
に
松
本
淳

司
氏
を
再
任
し
、
副
会
長
、

支
部
長
の
選
任
方
法
を
議
決

し
た
。

　

な
お
、
今
総
会
で
退
任
さ

れ
た
役
員
の
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。
業
界
並
び
に
全

管
連
の
た
め
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

副
会
長

　

花
松
眞
一
（
北
海
道
）

　

黒
澤
敏
男
（
栃
木
県
）

　

和
田　

勝
（
兵
庫
県
）

理
事　

　

小
坂
典
行
（
北
海
道
）

　

小
関
正
幸
（
千
葉

県
）

　

髙
橋
洋
一
（
千
葉

県
）

　

石
井
正
治
（
東
京

都
）

　

南　
　

勉
（
東
京

都
）

　

荒
堀　

弘
（
三
重

県
）

　

水
谷
正
弘
（
鳥
取

県
）

監
事

　

廣
瀬
文
男
（
神
奈

川
県
）
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10
日　

国
土
交
通
大
臣
表
彰

式
が
午
前
十
一
時
よ
り
東
京
都

千
代
田
区
の
同
省
に
て
行
わ

れ
、
松
本
常
務
、
阿
蘇
主
任
が

受
賞
者
の
方
々
を
出
迎
え
た
。

同
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
第
四
回
訓
練
実
施
方
法

等
検
討
小
委
員
会
が
午
後
二
時

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
同

会
に
て
行
わ
れ
、
原
災
害
対
策

担
当
理
事
が
出
席
し
、
上
田
局

長
が
随
行
し
た
。

同
日　

浄
化
槽
中
央
連
絡
協

議
会
の
第
二
回
事
務
連
絡
会
議

が
午
後
三
時
三
十
分
よ
り
、
平

成
二
十
九
年
度
理
事
会
・
定
期

総
会
及
び
懇
親
会
が
午
後
四
時

よ
り
、
東
京
都
新
宿
区
の
グ
ラ

ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
て
行
わ

れ
、
松
田
副
会
長
、
粕
谷
専
務

が
出
席
し
、
鈴
木
課
長
が
随
行

し
た
。

11
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
新
宿
区
の
同
協
会
に
て
行

わ
れ
、
綱
田
健
志
氏
、
金
子
達

之
輔
氏
が
出
席
し
た
。

12
日　

第
五
十
七
回
通
常
総

会
・
平
成
二
十
九
年
度
全
国
大

会
・
関
連
行
事
が
午
後
二
時
よ

り
、
岩
手
県
花
巻
市
の
ホ
テ
ル

紅
葉
館
・
千
秋
閣
に
て
執
り
行

わ
れ
た
。
翌
十
三
日
に
行
わ
れ

た
関
連
行
事
も
滞
り
な
く
実
施

さ
れ
た
。

18
日　
（
一
財
）
建
設
業
振

興
基
金
の
拠
出
団
体
専
務
理

事
・
事
務
局
長
会
議
が
午
後
二

時
よ
り
、
東
京
都
港
区
の
同
基

金
に
て
行
わ
れ
、
上
田
局
長
が

出
席
し
た
。

19
日　

高
松
水
道
展
・
出
展

者
説
明
会
が
午
後
二
時
よ
り
、

東
京
都
千
代
田
区
の
東
京
ト

ラ
ッ
ク
事
業
健
康
保
険
組
合
に

て
行
わ
れ
、
仲
村
主
任
が
出
席

し
た
。

20
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
平
成
二
十
九
年
度
第
四

回
運
営
委
員
会
が
午
後
一
時

三
十
分
よ
り
、
東
京
都
中
央
区

の
空
衛
会
館
に
て
行
わ
れ
、
高

橋
技
術
参
与
、
依
田
主
任
が
出

席
し
た
。

21
日　

九
州
管
工
業
組
合
連

合
会
の
第
五
十
五
回
通
常
総

会
・
懇
親
会
が
午
後
五
時
三
十

分
よ
り
、
大
分
県
大
分
市
の
大

分
オ
ア
シ
ス
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に

て
行
わ
れ
、
大
澤
会
長
、
松
本

常
務
が
出
席
し
た
。

22
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
第
百
七
回
理
事
会
が
午
後

一
時
よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の

全
管
連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
佐

藤
課
長
、
仲
村
主
任
が
出
席
し

た
。25

日　

平
成
二
十
九
年
度
第

一
回
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講

習
委
員
会
並
び
に
第
五
回
運
営

委
員
会
合
同
会
議
が
午
後
三
時

よ
り
、
東
京
都
中
央
区
の
空
衛

会
館
に
て
行
わ
れ
、
中
川
技
術

担
当
副
会
長
、高
橋
技
術
参
与
、

松
本
常
務
、
依
田
主
任
が
出
席

し
た
。

26
日　

国
土
交
通
省
の
公
共

事
業
労
務
費
調
査
説
明
会
が
午

前
十
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都

千
代
田
区
の
同
省
に
て
行
わ

れ
、
原
広
報
部
長
、
上
田
局
長

が
出
席
し
た

同
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
に
よ
る
「
三
級
技
能
検
定

の
実
技
試
験
課
題
を
用
い
た
人

材
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
委
員

会
」
の
第
一
回
会
合
が
午
後
一

時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都
中
央

区
の
東
京
八
重
洲
ホ
ー
ル
に
て

行
わ
れ
、
松
本
技
術
委
員
長
が

出
席
し
た
。

同
日　

２
０
１
８
年
版
「
全

管
連
手
帳
」
作
成
委
員
会
（
第

二
回
）
が
午
後
三
時
よ
り
、
東

京
都
豊
島
区
の
全
管
連
会
館
に

て
行
わ
れ
、
阿
部
技
術
参
与
、

高
橋
技
術
参
与
、
安
田
技
術
参

与
、
綱
田
健
志
氏
、
鈴
木
課
長
、

依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

27
日　

国
土
交
通
省
と
（
一

社
）
建
設
産
業
専
門
団
体
連
合

会
と
の
平
成
二
十
九
年
度
定
例

意
見
交
換
会
が
午
前
九
時
三
十

分
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の

東
海
大
学
校
友
会
館
に
て
行
わ

れ
、
松
本
常
務
が
出
席
し
た
。

同
日　

平
成
二
十
九
年
度
全

国
設
備
工
業
教
育
研
究
会
第

五
十
三
回
静
岡
大
会
が
午
後
三

時
よ
り
、
静
岡
県
掛
川
市
の
パ

レ
ス
ホ
テ
ル
掛
川
に
て
二
十
八

日
ま
で
行
わ
れ
、
伊
藤
理
事
、

全
管
連
青
年
部
協
議
会
の
秋
山

会
長
、上
田
局
長
が
出
席
し
た
。

28
日　
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
第
九
十
五
回
中
部
地
方

支
部
総
会
が
午
後
一
時
よ
り
、

富
山
県
富
山
市
の
富
山
国
際
会

議
場
に
て
行
わ
れ
、
藤
川
副
会

長
、
講
演
会
講
師
と
し
て
粕
谷

専
務
が
出
席
し
た
。

同
日　

第
五
十
五
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競
技
委
員
会
第
四

回
「
配
管
分
科
会
」
が
午
後
二

時
よ
り
、
東
京
都
豊
島
区
の
全

管
連
会
館
に
て
行
わ
れ
、
松
本

技
術
委
員
長
、
綱
田
健
志
氏
、

佐
藤
課
長
、
仲
村
主
任
が
出
席

し
た
。

同
日　

第
十
六
回
関
東
地
区

事
務
局
情
報
交
換
会
が
午
後
二

時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都
港
区

の
マ
ロ
ウ
ド
イ
ン
赤
坂
に
て
行

わ
れ
、
松
本
常
務
、
鈴
木
課
長

が
出
席
し
た
。

31
日　

技
能
五
輪
全
国
大
会

配
管
職
種
選
手
合
同
練
習
会
が

午
前
九
時
よ
り
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
の
県
立
県
央
産
業
技
術
専

門
校
に
て
行
わ
れ
、
阿
部
技
術

参
与
、仲
村
主
任
が
出
席
し
た
。

これならわかる問題と解説（5訂第３版）正誤表 平成29年７月１０日現在

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験
対
策
図
書
「
こ
れ
な

ら
わ
か
る
問
題
と
解
説
五

訂
第
三
版
」「
収
録
版
」
の

正
誤
表
に
つ
い
て

　

本
会
発
刊
の
標
記
の
図
書

に
つ
い
て
、
一
部
箇
所
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
別

掲
の
正
誤
表
を
ご
確
認
下
さ

い
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
全
管

連
事
務
局
（
〇
三
︱
三
九
四

九
︱
七
三
一
二
）
ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
新
着
ト
ピ
ッ
ク
ス
（
七

月
十
日
付
）、
図
書
ペ
ー
ジ

（h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.

ze
n
k
a
n
re
n
.o
r.jp

/

issue-books/

）
も
併
せ

て
ご
確
認
下
さ
い
。

「
次
世
代
に
未
来
を
臨
む
設

備
博
」
の
ご
案
内

　

横
浜
市
管
工
事
協
同
組
合

（
理
事
長
・
佐
々
木
靖
太
氏
）

は
、
創
立
八
十
周
年
記
念
事

業
と
し
て
、
管
工
事
・
設
備
・

建
設
業
界
の
振
興
と
次
世
代

に
繋
ぐ
べ
き
持
続
可
能
な
先

進
技
術
を
神
奈
川
か
ら
発
信

す
べ
く
、
標
記
の
総
合
設
備

機
材
展
（
共
催
・
本
会
、
全

国
管
工
機
材
商
業
連
合
会
、

神
奈
川
管
工
機
材
商
組
合
、

六
つ
の
テ
ー
マ
（
①
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
②
健
康
・
快
適

③
安
全
・
安
心
④
建
設
・
リ

フ
ォ
ー
ム
⑤
先
端
技
術
Ｉ
Ｔ

⑥
社
会
貢
献
）
の
下
、
同
市

の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
に
て
開

催
す
る
。
詳
細
は
同
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
下

さ
い
。

h
ttp
:/
/
y
o
k
o
h
a
m
a
-

kankoji.or.jp/80th/

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
横
浜

市
管
工
事
協
同
組
合
、
電
話

〇
四
五
︱
六
八
一
︱
六
六
三

一
ま
で
。

１
、
会
場　

パ
シ
フ
ィ
コ
横

浜
展
示
ホ
ー
ル
Ｂ
ホ
ー
ル
、

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い

一
︱
一
︱
一
。
り
ん
か
い

線
・
Ｊ
Ｒ
桜
木
町
駅
か
ら
徒

歩
十
二
分
。

２
、
期
間　

平
成
二
十
九
年

九
月
十
五
日
（
金
）、
十
六

日
（
土
）
の
二
日
間
、
午
前

十
時
～
午
後
五
時
（
最
終
日

も
午
後
五
時
ま
で
）。

３
、
一
般
公
開
入
場
無
料
。

氷
見
管
工
事
業
協
同
組
合
が

創
立
50
周
年
記
念
祝
賀
会
を

挙
行

　

氷
見
管
工
事
業
協
同
組
合

（
富
山
県
連
会
員　

理
事
長
・

森
越
三
敬
氏
）
は
、
七
月
七

日
、
氷
見
市
の
磯
濱
風
に
て

創
立
五
十
周
年
記
念
祝
賀
会

を
挙
行
し
た
。
式
典
に
は
、

県
及
び
市
の
行
政
機
関
や
関

係
団
体
の
ほ
か
地
元
来
賓
が

出
席
さ
れ
た
。

　

同
組
合
は
昭
和
四
十
二
年

に
創
立
さ
れ
、
現
在
は
所
属

員
数
十
五
社
を
擁
し
て
い

る
。特
に
災
害
対
応
と
し
て
、

平
成
十
八
年
、
市
と
「
災
害

時
に
お
け
る
応
急
活
動
の
協

力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
、
災
害
時
に
お
け
る
早
期

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
に
向
け

た
体
制
構
築
に
努
め
て
い
る

ほ
か
、
市
域
の
水
道
事
業
発

展
に
貢
献
し
て
い
る
。

　

式
典
で
は
、
同
組
合
の
永

年
の
管
工
事
業
界
へ
の
功
績

を
讃
え
て
全
管
連
会
長
感
謝

状
が
、
藤
川
幸
造
富
山
県
連

会
長
よ
り
授
与
さ
れ
（
写

真
）、
五
十
周
年
の
節
目
に

華
を
添
え
た
。

給
水
装
置
工
事
主
任
技
術
者

試
験
準
備
講
習
会
を
各
地
で

開
催

　　

本
会
は
、
平
成
二
十
六
年

度
よ
り
、
所
属
業
者
の
皆
様

に
対
し
て
、
水
道
法
に
基
づ

く
給
水
装
置
工
事
主
任
技
術

者
の
資
格
取
得
の
た
め
、
受

験
参
考
書
の
頒
布
に
加
え
、

所
属
団
体
が
主
催
す
る
給
水

工
事
主
任
技
術
者
資
格
認
定

試
験
の
準
備
講
習
会
に
つ
い

て
、
東
京
水
道
サ
ー
ビ
ス

（
株
）
に
講
師
斡
旋
の
協
力

を
得
て
、
標
記
講
習
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
実
施
し
た
組
合
は

次
の
通
り
と
な
り
、
次
年
度

も
開
催
す
る
予
定
と
な
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
①
札
幌
市
管
工
事

業
協
同
組
合
②
石
巻
広
域
管

工
事
業
協
同
組
合
③
秋
田
県

連
④
山
形
県
連
⑤
福
島
県
連

⑥
埼
玉
県
連
⑦
川
崎
市
管
工

事
業
協
同
組
合
⑧
新
潟
県
連

⑨
長
野
県
連
⑩
富
山
県
連
⑪

石
川
県
連
⑫
鳥
取
県
連
。

頁 問題設問見出し 誤植部分 誤 正
３７ 解説と解答３－１ ①３行目 水道事業の 水道事業者の
３７ 解説と解答３－２ ①３行目 一連の課程が 一連の過程が
３７ 解説と解答３－３ １.５行目 場合に水道事業が 場合に水道事業者が
３９ 解説と解答３－７ ３行目 供給規程に 供給規程の
４４ 解説と解答３－１７ ①２行目 問題３－２０－② 問題３－１８－②
４７ 解説と解答３－２３ １行目 問題３－２３－③ 問題３－２１－③
１３６ 解説と解答５－３６ ②１行目 10万回の耐久性能試験 10万回の耐久性能試験（下線不要）
１５０ 問題６－１１ ④１行目 可能な限り 道路管理者に確認のうえ、可能な限り
１６０ 解説と解答６－１ ⑵ 第62条 第44条
１６０ 解説と解答６－１ ⑷２行目 係る講習会を 係る講習を
１６０ 解説と解答６－１ ⑷１０行目 適切な資器材 適切な資機材
１６０ 解説と解答６－２ ①７行目 給水装置の 給水装置が
１６５ 解説と解答６－１２ エ ８行目 用地協会杭 用地境界杭
１８３ 問題７－７ １行目 初期の 所期の
１８３ 問題７－７ １行目 工事施工 工事施行
１８４ 問題７－９ １行目 適当なものはどれか 不適当なものはどれか
１８８ 問題７－２２ ④１行目 指定建設業の 管工事業の
１９５ 解説と解答７－６ 最終行 図7－1　給水装置工事の工程 図7－1　給水装置工事の工程例
２０５ 解説と解答７－３０ １行目 作業管工事業に 管工事業に
２０８ 解説と解答７－３３ ４行目 配水設備は 配管設備は
２５８ 問題９－１７ ④１行目 給水措置工事を 給水装置工事を
２６４ 解説と解答９－８ ④１行目 至までの 至るまでの
２６６ 解説と解答９－１５ ②１行目 配水管と給水管の接合 配水管と給水管の接続
２７１ 解説と解答９－２５ ６行目 問題3－6－①の解説参照。（P39） （削除）

　平成24年度～ 28年度「給水装置工事主任技術者試験問題収録版」正誤表
頁 問題設問見出し 誤植部分 誤 正
１ １行目 今回が２０回を迎える 今回が第２１回を迎える
77 問題３５ 最終行 １．５ｍ+０．６ｍ＝２．１㎜ ２．１ｍ

神
奈
川
県

連
傘
下
各

組
合
）
を

来
る
九
月

十
五
日

（
金
）、
十

六
日（
土
）

の
両
日
、

全
管
連
の
う
ご
き

７月
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パ
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レ
ジ
デ
ン
ト

久
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代
表
取
締
役
専
務
執
行
役
員

〒
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東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目
三
番
十
七
号

　
　
　
　
　
　
　（
虎
ノ
門
二
丁
目
タ
ワ
ー
）

電

　話

　〇
三
（
五
五
二
一
）
〇
八
三
三

F
A
X

　〇
三
（
五
五
二
一
）
〇
八
三
七

森
下
　卓
二

〒151-0062
東京都渋谷区元代々木町12-８-201　　　　　　

株式会社

菅
原

　博

全
日
本
火
災
共
済
協
同
組
合
連
合
会

東
京
都
火
災
共
済
協
同
組
合

橋
本 

政
昭

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
小
伝
馬
町
九

-

九

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
三
）三
六
六
五

‒

九
〇
一
三（
代
表
）

橋
本
総
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

社

　
　
　長

〒112-0014

理事長柴田高博

―施工管理技士の事なら―

一般財団法人
地域開発研究所

東京都文京区関口1-47-12
（江戸川橋ビル）

TEL03-3235-3601　FAX03-3235-3612

喜多村　円

公
益
財
団
法
人

江
郷
道
生

�
柄
泰
基

〒
163-
0712
東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
七
番
一
号

小
田
急
第
一
生
命
ビ
ル
十
二
階

電
話

　〇
三（
六
九
一
一
）
二
七
一
一

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
一
―
二
六
―
一

電
話

　〇
三
（
三
三
四
九
）
三
八
二
〇

西
澤
　敬
二

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
株
式
会
社

〒
160-
8338

水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
―
八
―
一

　
　
　
　（
虎
ノ
門
電
気
ビ
ル
）

公
益
財
団
法
人

大
垣
眞
一
郎

理

事

長

　

平
成
十
一
年
か
ら
は
各
地

方
都
市
で
の
水
道
週
間
行
事

に
お
い
て
も
一
般
市
民
を
対

象
と
し
た
Ｐ
Ｒ
を
強
化
、
継

続
す
る
こ
と
で
今
日
を
迎
え

て
い
る
。

　

な
お
、
本
チ
ラ
シ
は
全
管

連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
会
員
専

用
コ
ン
テ
ン
ツ
（
要
パ
ス
ワ

ー
ド
）
か
ら
随
時
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
組
合
や

企
業
名
等
の
名
入
れ
も
可

能
。
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ
い
。

◇
パ
イ
プ
月
間
◇

地
域
に
密
着
す
る
組
合
の
指

定
工
事
店
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！

　

全
管
連
の
パ
イ
プ
月
間

（
七
月
十
三
日
〜
八
月
十
二

日
）
は
今
年
で
二
十
六
年
目

を
迎
え
た
。

　

本
月
間
に
は
、
賛
助
会
員

の
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
並
び
に
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ
の
協
力
を
得
て
、
会
員

を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
「
地

域
密
着　

任
せ
て
安
心　

安

心
・
安
全
な
水
道
を
応
援
し

ま
す
！
」を
配
布
し
て
い
る
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
チ
ラ
シ
な

ど
を
活
用
し
て
地
元
組
合
の

工
事
店
の
「
任
せ
て
安
心　

安
心
・
安
全
な
水
道
を
応
援

し
ま
す
！
」を
Ｐ
Ｒ
下
さ
い
。

〒
105-
0003
東
京
都
港
区
西
新
橋
三
丁
目
９
番
５
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三（
三
四
三
五
）八
八
〇
五

◎
夏
期
「
休
業
」
の
お
知

ら
せ　

　

全
管
連
事
務
局
業
務

は
、
八
月
十
一
日
（
金
）

〜
八
月
十
六
日
（
水
）
ま

で
休
業
い
た
し
ま
す
。
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